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１．議事日程 

  〔平成２６年第４回安芸高田市議会１２月定例会第３日目〕 

 

                             平成２６年１２月１１日 

                             午 前 １ ０ 時 開 会 

                             於  安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第91号 平成26年度安芸高田市一般会計補正予算（第４号） 

日程第３  議案第92号 平成26年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算（第３ 

            号） 

日程第４  議案第93号 平成26年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第５  議案第94号 平成26年度安芸高田市介護サービス特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第６  議案第95号 平成26年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第７  議案第96号 平成26年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会計補 

            正予算（第２号） 

日程第８  議案第97号 平成26年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ２号） 

日程第９  議案第98号 平成26年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第１０ 議案第99号 平成26年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業特別会 

            計補正予算（第２号） 

日程第１１ 議案第100号 平成26年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第１２ 議案第101号 平成26年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１３ 一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

    １番    玉 重 輝 吉     ２番    玉 井 直 子 

    ３番    久 保 慶 子     ４番    下 岡 多美枝 

    ５番    前 重 昌 敬     ６番    石 飛 慶 久 

    ７番    児 玉 史 則     ８番    大 下 正 幸 

    ９番    水 戸 眞 悟    １０番    先 川 和 幸 

   １１番    熊 高 昌 三    １２番    宍 戸 邦 夫 

   １３番    山 本   優    １４番    秋 田 雅 朝 

   １５番    塚 本   近    １６番    金 行 哲 昭 

   １７番    青 原 敏 治    １８番    藤 井 昌 之 
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３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

    ８番    大 下 正 幸     ９番    水 戸 眞 悟 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

  市 長  浜 田 一 義  副 市 長  沖 野 文 雄 

  教 育 長  永 井 初 男  総務部長兼総務課長  杉 安 明 彦 

  企 画 振興 部 長  武 岡 隆 文  市 民 部 長  小笠原 義 和 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  中 元 寿 文  産 業 振興 部 長  清 水   勝 

  建設部長兼公営企業部長  西 原 裕 文  教 育 次 長  叶 丸 一 雅 

  消 防 長  久 保 高 憲  会 計 管 理 者  広 瀬 信 之 

  八 千 代支 所 長  河 野 雄 二  美 土 里支 所 長  高 本   修 

  高 宮 支 所 長  中 谷 文 彦  甲 田 支 所 長  秋 重 正 義 

  向 原 支 所 長  神 岡 眞 信  財 政 課 長  西 岡 保 典 

  政 策 企画 課 長  山 平   修 

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（５名） 

  事 務 局 長  外 輪 勇 三  事 務 局 次 長  近 永 義 和 

  総 務 係 長  森 岡 雅 昭  専 門 員  大 足 龍 利 

  主 任  宗 近 弘 美 



33 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○藤 井 議 長  定刻になりました。 

 ただいまの出席議員は18名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○藤 井 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において8番 

大下正幸君、及び9番 水戸眞悟君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 議案第91号 平成26年度安芸高田市一般会計補正予算（第4号） 

      日程第３ 議案第92号 平成26年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予 

                 予算（第3号） 

      日程第４ 議案第93号 平成26年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算 

                 （第3号） 

      日程第５ 議案第94号 平成26年度安芸高田市介護サービス特別会計補正予 

                 算（第1号） 

      日程第６ 議案第95号 平成26年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正 

                 予算（第2号） 

      日程第７ 議案第96号 平成26年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業 

                 特別会計補正予算（第2号） 

      日程第８ 議案第97号 平成26年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補 

                 正予算（第2号） 

      日程第９ 議案第98号 平成26年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正 

                 予算（第1号） 

      日程第10 議案第99号 平成26年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備 

                 事業特別会計補正予算（第2号） 

      日程第11 議案第100号 平成26年度安芸高田市簡易水道事業特別会計補正予 

                 算（第2号） 

      日程第12 議案第101号 平成26年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第1 

                 号） 

○藤 井 議 長  日程第2、議案第91号「平成26年度安芸高田市一般会計補正予算（第4

号）」の件から、日程第12、議案第101号「平成26年度安芸高田市水道

事業会計補正予算（第1号）」の件までの11件を一括して議題といたし

ます。 

 本案11件は、予算決算常任委員会に付託されておりましたので、委員

長から審査結果の報告を求めます。 

 予算決算常任委員長 金行哲昭君。 

○金行予算決算常任委員長  予算決算常任委員会委員長報告をいたします。 
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 12月9日付で、本委員会に付託のありました、議案第91号から101号ま

での11件の補正予算の審査結果について報告いたします。 

 付託された11議案について、12月10日に委員会を開き、市長、副市長、

教育長、並びに関係部局の部課長等の出席を求め、慎重に審査いたしま

した。 

 議案第91号「平成26年度安芸高田市一般会計補正予算（第4号）」は、

既定の歳入・歳出の総額に、歳入・歳出それぞれ5億2,937万9,000円を

追加し、予算の総額を211億899万1,000円とするもので、主なものとし

ては、本年度の人事院勧告に伴う職員人件費、特別職並びに議員報酬の

調整、本年7月及び8月に発生した豪雨による災害復旧費の増額、消防団

の可搬式ポンプ積載車の更新経費、農地集積事業補助金として、農地集

積協力金の計上がありました。 

 また、財政健全化の取り組みとして、平成25年度の純繰越金と減債基

金を財源とした、起債の繰上償還3億5,832万4,000円の計上がなされて

おりました。 

 審査の中で出された特徴的な質疑や意見は、次のとおりでございます。 

 福祉保健部の審査におきまして、委員より、「障害児福祉費の扶助支

援費が1,300万円増額されているが、その要因は。」との質疑があり、

執行部より「放課後等デイサービスの利用日数と利用者数が増加してお

り、増加に至った背景として、制度利用の周知が図られたこと、児童福

祉法の改正により、発達障害児の方が障害の範囲に含まれたことが増加

の要因と思われる。また、こども発達支援センターの開設により、情報

共有が図りやすくなったことも要因と思っている。」との答弁がありま

した。 

 産業振興部の審査におきまして、委員より、「ニュージーランド村の

閉鎖に伴う国庫支出金返還金について、施設が閉鎖されて以降、市とし

て施設を有効活用する何らかの方策を行われたか。」との質疑があり、

執行部より「土地の所有者である株式会社ファームとの協議、ＪＡや地

元団体との協議等、利活用について検討したが、よい方法が見つからな

かった。現在、土地は「ウエストエネルギーソリューション」が太陽光

発電を展開しており、この施設を含めた建物を、太陽光発電と一緒に活

用したいという構想を持っておられ、今後そういった形で利活用の検討

をしていきたい。」との答弁がありました。 

 また、委員より「地産地消推進事業費の土づくり推進に係る堆肥利用

助成金は、非常によい取り組みと思うが、この対象が特定の団体なのか、

個人農家も含まれるのか。また、その周知方法は。」との質疑があり、

執行部より「対象は、市の3つの堆肥センターから、2トン以上の堆肥を

購入した方を補助金の対象としており、経営規模で絞り込むということ

はしていない。周知については、担い手農家には既に説明しているが、

広報等を活用して周知を図っていきたい。」との答弁がありました。 

 次に、議案第92号「平成26年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正
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予算（第3号）」から、議案第101号「平成26年度安芸高田市水道事業会

計補正予算（第1号）」までの10件の会計につきましては、平成25年度

の決算による繰越金等の精算、人事院勧告による職員人件費の調整、各

事業の精算見込みによる事業費の増減が主な補正内容でありました。 

 各会計の「歳入・歳出」それぞれ慎重に審査し、補正額・補正内容等、

適正であると判断し、議案第91号から議案第101号までの11議案につい

て、全て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、報告を終わります。 

○藤 井 議 長  これをもって委員長報告を終わります。 

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長報告に対し、質疑はあり

ませんか。 

   （質疑なし） 

○藤 井 議 長  質疑なしと認め、これをもって質疑を終了いたします。 

 これより、本案11件に対する討論を行います。討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○藤 井 議 長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終結いたします。 

 これより、議案第91号「平成26年度安芸高田市一般会計補正予算（第

4号）」の件から、議案第101号「平成26年度安芸高田市水道事業会計補

正予算（第1号）」の件までの11件を一括して、起立により採決いたし

ます。 

 本案11件に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

 本案11件は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

  〔起立多数〕 

○藤 井 議 長  起立多数であります。よって、本案11件は、原案のとおり可決されま

した。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第13 一般質問 

○藤 井 議 長  日程第13、一般質問を行います。 

 一般質問の順序は通告順といたします。 

 質問方式は一問一答方式とし、1議員あたり質問時間は30分以内でご

ざいますが、執行部からの逆質問に対する答弁は、持ち時間には含まれ

ません。 

 なお、1つの質問を終え、次の質問に移る場合は、「次の質問に移り

ます」等の発言をし、明確にわかるようにお願いをいたします 

 それでは、質問の通告がありますので、順次、発言を許します。 

 12番 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  12番、宍戸邦夫でございます。 

 あらかじめ通告しております「地方創生」について、市長に御質問を

いたします。 

 それまでに、このたびの議会の運営に当たって中国新聞で大きく取り
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上げられました件について、全国的に大きな話題となり、市民は議会に

対して不信と不安を募らせています。我々、まちづくりについては、市

民は全てルールを守り、信頼のおけるまちづくりをしなくてはなりませ

ん。そのためには、この地方創生に大きくかかわってくると思います。 

 私もこの議会の一員として、市民の皆様方に対しては大変申しわけな

く、残念に思っているところでもあります。しかし、これからの議会運

営が正常化されるように、私も最大限の努力をしてまいりたいと思いま

す。このことによって開かれたまちづくりをしたいと考えております。 

 さて、この11月21日の臨時国会におきまして、「まち・ひと・しご

と」創生法が成立いたしました。まだ、施行されていない中ではありま

すが、これからの新たなまちづくりに向け、市長のお考えをお聞きした

いと思います。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  おはようございます。 

 ただいまの宍戸議員の御質問にお答えをいたします。 

 御承知のとおり、「まち・ひと・しごと創生」の目的は、少子高齢化

の進展に的確に対応し、人口の減少に歯どめをかけるとともに、東京圏

への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保

して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していこうというもので

ございます。 

 この中には、「潤いのある豊かな生活を安心して営める地域社会の形

成」や「地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保」、「地域におけ

る魅力ある多様な就業の機会の創出」などが含まれており、地域の元気

を取り戻す施策を総合的かつ計画的に実施される法案であると認識して

いるところであります。 

 具体的には、「結婚・出産・育児について希望が持てる地域」や、

「起業・創業の促進、事業活動の活性化による魅力ある就業機会の創

出」などがあり、私としてはこういうことに期待をしているところでご

ざいます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  先ほど申し上げましたが、どういう施行方法をとられるかというのは

まだわかりませんけれども、一応このことについては、あらかじめ市と

しても予想をしながら対応を進めていくということが大事だろうと思い

ます。 

 御承知のように、既に安芸高田市におきましては、市のまちづくりに

ついてはいろいろな事業展開、例えば神楽を中心としたまちづくり、そ

してハンドボール、サッカー、そういったスポーツに関してもまちづく

りに大きく貢献させていくような努力をされておられます。 

 そういった地方創生といいますか、安芸高田市のまちづくりは既に展
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開をしているところでありますけれども、これから安芸高田市において

人口が相当減少する傾向にある。このことについては既に統計でも示さ

れております。そうした中にあって高齢化が進み、若者定住が少なくな

り、少子化が進んでいる中にあって、この法律に大きく期待をされるも

のは当然あると思います。そうした市長の期待をするという答弁の中で、

次の質問をさせていただきたいと思います。 

 長期総合計画策定中であります。このたびの議会において、基本構想

が決定をいたしました。この法が施行されれば、今後の行財政運営に大

きく影響があると思いますが、計画策定に向けての対応はどうお考えで

しょうか。お聞きします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの宍戸議員の御質問にお答えをいたします。 

 国は、「人口減少の克服・地方創生」に正面から取り組むため、「人

口の東京一極集中への歯どめ」、「若い世代の就労・結婚・子育ての希

望の実現」、「地域の特性に即した地域課題の解決」の3つの基本的視

点を掲げておられます。 

 このたび策定している総合計画でございますが、とりわけ本定例会に

上程いたしました基本構想においては、向こう10年間の安芸高田市のま

ちづくりの方向を示すものでございます。 

 基本構想にお示しした、3つの「挑戦する都市像」と9つの「政策目

標」は、安芸高田市の10年後を見据え、安芸高田市の「創生」を目指し、

議論し、策定したものでございます。表現こそ異なるものの、いわゆる

国が提唱している「地方創生」の考え方に通じるものと考えております。

この基本構想を踏まえ、施策の基本的な方向を示す「基本計画」及び、

施策を実現させるため実施する事業を示す「実施計画」の策定につなげ

ていきたいと考えております。 

 私、この基本計画を策定するために強調して申し上げたことは、民間

活力を活用するということと、地味でございますけど、私は市民総ヘル

パー構想と言ってますけど、自助・共助による市民の協力がないとこれ

は成り立たんと言ってます。国のほうも大体そういう方向で、自助をい

かに育むかということは大きな課題になると思います。 

 大きなものをつくるというんじゃなしに、こういうような基本的なこ

とがないと、消費税率を上げるとかこういう課題ばっかり先行してから

成り立たんと思いますので、私、このたびの基本計画においてはそうい

うことを踏まえた立派な計画だと思っていますので、御理解をしてもら

いたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  私もこの基本構想については、大変いい構想ができたと。その策定委

員会の皆さんの努力によってこの構想ができ上がったわけでありますが、
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大変いいものだろうというふうに思います。 

 ただしかし、これは構想でありまして、最終的には総合計画なり実施

計画がこれについてまわらないと何の意味もないと。空上の理想論にな

ってしまう、こういうことであります。そういうことについてはこれか

らの総合計画策定に向けた最大限の努力をしていただきたい。そのため

には地方創生についても大きく影響しますので、そのことを頭の中に入

れて考えていただければと思います。 

 そして、今政府は2016年3月までに自治体に地方版総合戦略の作成を

求めるというふうに新聞紙上にも記載してあると思いますが、そういう

ことが言われていると思います。そういうことになりますと、このこと

をやろうと思えば、相当のエネルギーも必要だろうと思いますし、そし

て長期総合計画が策定されたならば、これにも沿ったものにならないと

この計画そのものもなかなか推進が難しいのではないかと思います。 

 そこらとの整合性について、市長のお考えをお伺いいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  政府の考え方はそういうことがあるんですけど、大体基本的にはこれ

までやってきた施策の展開と私はほぼ変わってないけど、さっき議員御

指摘のように、地方創生とかこういうようなことにつきましては、私の

考えていること、結婚にしてもそうですけど、それを援助してもらうん

だという方向に期待しているわけですね。そういうことを踏まえて、こ

れからも安芸高田市独自の未来に向かった施策の展開ということでこれ

を考えていきたいと思います。 

 具体的には振興部長のほうから説明させていただきますので、よろし

くお願いします。 

○藤 井 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 企画振興部長 武岡隆文君。 

○武岡企画振興部長  今、議員のほうから御質問がございました、この創生総合戦略の策定

と総合計画の整合性ということでの御質問だろうと思います。 

 御案内のように、11月21日にこの法律が成立いたしまして、28日に公

布をされたということでございます。この法の概要につきましては、今

後、政府としては「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定するとい

うこと。また、「まち・ひと・しごと創生」に関する施策を総合的かつ

計画的に実施をしていくこととしております。 

 都道府県、また市町村においても、この地方創生法の9条及び10条に

おいてそれぞれ総合戦略を策定するというふうに位置付けられてござい

まして、これにつきましても今後、安芸高田市としても具体的に取り組

んでまいるということでございます。 

 ただ、現時点におきまして、この総合戦略の策定指針等、具体的なも

のが示されておりません。しかしながら、そういったところも踏まえて、

現在、先般議決をいただきました基本構想との整合性を加味しながら、
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また今後の基本計画、あるいは実施計画と整合を取るような計画として

実施をしてまいりたいと思っております。 

 なお、この法制上の財政措置等につきましても、国のほうにおきまし

ては措置をするということでございますので、そこらの財政的な措置を

有効に活用しながら事業を実施してまいりたいと考えております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  当然、これは安芸高田市の長期総合計画と整合性を保った運用をしな

いと、なかなかまちづくりには方向性が見えてこないと思います。今後

どういうふうな対応を国がされるかということはまだ不透明な中ではあ

りますが、ここで私がちょっと提案をしたいと思います。 

 この地方創生、「まち・ひと・しごと創生法」ということであります

が、安芸高田市においてもこれは創生対策本部というものも今後設置し

て、これらの国の対応に備えていくというのも私は大事なことかなとい

うふうに思います。今までの行政のあり方を発想の転換ということも大

事なのかなと思います。そういうことについて、どうお考えられるか、

市長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この今の地方の考え方というのは見えないんだけど、ちょっと私が聞

きよると、地方の独自性ということを言ってます。 

 この間、総理も次元の超えた発想をして来いと。ただ、今までの感覚

ではだめだと思うので、幅広く意見を聞きながら、やっぱり安芸高田市

独自の政策展開。いわゆるうちの施策と三次の政策と同じじゃ困るんで

すよね。うち独自の分だったらちゃんと吸い上げるというような姿勢が

ございますので、すばらしい計画のあっせんが必要だと思います。今ま

でこうだったからこうだというんじゃなしに、補助金があるけどうかと。

補助金があるけこの事業をやってくれとかいうんじゃなしに、うちとし

てはこうなると困るんだと。 

 例えば、いいか悪いかわかりませんけど、多文化やってますけど、多

文化共生によって将来うちの安芸高田市の就業の場が確保できるんだと

か、こういうことになけりゃいけません。よそにないことが。こういう

ことを私独自じゃ困るので、議員御指摘のように、検討委員会でもつく

っていきたいと。形はどうなるかわかりませんけど、こういうものを今

の市役所の中とか議会の方とか市民の方とかが入りながら検討していく

価値があるんじゃないかと。 

 議員の皆さん方もこの一般質問だけどんどん言うんじゃなしに、平素

私のところへ来てこういうお話をしてもらいたいと思いますので、どう

かよろしくお願いしたいと思います。大変大事なことなので、検討して

いきたいと思います。 

 私もちょっと発想を変えんと、今まで私、市長の経験があって10年市
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政をやっとるけって一つも役に立たんようなことなので、ここらを真摯

に受けとめて、やっぱり30年後にこの安芸高田市が消滅せんように頑張

っていきたいと思いますので、どうかよろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  私が申し上げたのは、今国がどういう方向で来るかわからんので、そ

ういう窓口っていいますか、そういうものを設置して対応していったら

どうかと。この総合戦略を作成するに当たっても相当厳しいのではない

かということも言われておる中で、やはりそういう対応をしておったほ

うがいいのではないかという提案であります。 

 次に移ります。3番目です。 

 これまで農民が地域を守り、文化や自然を守ってきました。これから

も、農業は地域創生に大きくかかわりを持つものと思います。これから

の市政への農業の位置づけと、若者担い手に対する市独自の新たな支援

策はお考えでしょうか、お聞きいたします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほどの質問、私もそういうことを含んで言うたわけであって、既に

私のほうが先に提案を言おうと思ったんですけど、こういうことがしっ

かりこれから求められているということでございます。受け皿とかそう

いうことも考えながら、要は国の事業が有効活用できるような仕組みを

取り入れていきたいと思いますので、御理解をしてもらいたいと思いま

す。 

 ただいまの、農業の位置づけと若者担い手への支援策についての御質

問でございます。 

 皆様も御承知のとおり、安芸高田市は中山間地域に位置しており、農

業は基幹産業と位置づけております。直面している課題として、農業の

担い手をどう確保し、育成していくか、また、いかに遊休農地を解消し

農地の荒廃を防いでいくか。そのために農業者団体や県等の行政機関と

連携いたし、情報共有しながら各施策を進めているところであります。 

 御指摘の若い担い手への支援につきましても、国の青年就農給付金の

活用をはじめ、ＪＡと基金を造成し、県立農業技術大学校の授業料等を

助成する農業後継者育成支援事業などにより、就農に必要な知識の習得

や、経営が安定するまでの資金援助を行っておるところでございます。 

 また、農業経営に必要な機械導入助成や野菜等のハウス設置助成制度

も、市単独での事業を活用いただけるよう準備しております。こうした

事業をうまく活用していただき、意欲ある若い農業者の育成に今後とも

努めてまいりたいと思っておりますので、御理解を賜りますようお願い

いたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 
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○宍 戸 議 員  神楽も農業をしておる農民の皆さんの努力といいますか、そうした文

化をつくってこられたわけですし、これからも安芸高田市はそうは言っ

ても農業というのは基幹産業の一つであります。 

 そういうことにあっては、そしてまた農業以外に安芸高田市において

も企業の誘致が難しい中にあっては、やはりこの農業というものを大切

にしていくまちということで、私は思っておるわけです。 

 今もいろいろな農業のあり方が変わりまして、家庭それぞれで農業を

しておったのが、法人化が進み、そして地域営農組合など、そういう集

落営農といいますか団体営農が推進していってるのが安芸高田市の現状

だろうと思います。そういうことを考えますと、経済と農業が大きく密

着してくると。そういうことについては、安芸高田市の経済政策の一つ

としてもこの農業政策は主要な位置を占めるのではないかと思うわけで

あります。 

 そういうことで、私は特に今までの農業の補助制度ももちろん大切で

ありますが、さらに発想転換のもとに補助率を上げていくとか。例えば、

今、米の価格も年々減額をしておりまして、具体的に申し上げますと、

昨年のコシヒカリ1等米が6,000円でしたけれども、ことしは4,700円と

いう大幅な減額になっています。そうした中に幾ら規模拡大をしても、

すればするほどこの損失額といいますか、金額が減ってくる。そのかわ

り経費は全くほとんど変わらない。収入だけが減ってくるという状況の

中では、相当農家も大変だというふうに思います。 

 そういうことをかんがみて、私はこの農業に対して安芸高田市の生き

る道を模索していく。そのためにはその農業政策を大きな長期総合計画

に位置づけていただいて、展開をしていただきたいとこういう思いで申

し上げました。その点について、市長のお考えをお聞きいたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言、ありがとうございます。 

 私、今の国の施策と方向性は農業、農地をいかに広くして、その農業

の後継者を見つけていったら、安芸高田市は兼業農家が莫大に多いわけ

やね。それやったら3反や4反の農家が農家じゃなくなってくるというこ

とになってくるので、こういう兼業農家の方も潤えるような、これから

の展開が要ると。そのためには企業の誘致とか、働く場の確保とかが要

ります。 

 今、議員御指摘のように、例えば、米価が下落したということ。実は

このたび事業にならんかったんですけど、私が指示したことは、ほんと

言ったら、下落したんだからお金を与えればいいじゃないかと、何ぼか。

これじゃちょっと余り能がないので、いわゆるこれから有機農業とかこ

ういうことを奨励しようと。そのためにはこのたびの米価対策として堆

肥を安く、このたびの補正の趣旨だったんですよ、実は。 

 そういうことで今そういうこともやってるんですよね。こういうこと
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が次につながるテーマですね。有機農業とか無農薬とか、それから付加

価値が高い、例えば今検討しています薬草の問題とか、こういう問題を

しっかりと総合計画を踏まえながらやることによって、農家所得をふや

す方向の中で、またやりがいのある農業をやるためにはこういう方向性

で行くんじゃないかというのを職員ともども、検討しているところでご

ざいます。また具体的に煮詰まってきたらお示ししたいと思います。全

く議員と同感なので、山と農地を捨てたらこの安芸高田市はやっていけ

んので、しっかりとこれから対策を考えていきたいと。 

 ただ、今まで先人がいっぱい挑戦をしてきて、これという決め手がな

いので、やっぱりこれからも次元を超えた発想を考えながら、こういう

問題を考えていきたいと思います。貴重な御提言、ありがとうございま

す。本当にこれから農業を潤していくためにはどうすればいいかと。こ

れからの空き家対策等いろいろありますけど、若者定住とか定住しても

らうしてもこの農業をかませながら、やっぱりこのまちの政策を考えて

いくのがベターなんじゃないかと思っていますので、御理解を賜りたい

と思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  今、国が求めている地方創生というのは、その地域、その地域で個性

豊かなまちづくりを目指そうと。そして安芸高田市においては、農地立

国でありまして、その農地を有効に生かしたまちづくりが最適ではない

かという思いです。そういうことから、この農業というのは、先ほど最

初に申し上げましたが、神楽など文化を育てる農業でもありますので、

そういう政策展開が大事だろうと思います。 

 市長さんの安芸高田市の広報のコラムを読んでみても、そういう方向

性にあるというふうにも思いますし、私は今後ともこれを積極的に政策

展開をしていただきたいと思います。 

 次に移ります。4番目です。 

 若年層が減ることで、地域経済の活力が奪われてきています。こうし

た状況にある中で、農業青年等による地域創生に向けた、創生会議（仮

称）を設立して、新たなまちづくりに向け、若者とともに研究する機会

を設けてはいかがでしょうか。市長のお考えをお聞きいたします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  農業青年等による創生会議の設立についての御質問であります。 

 地域の活性化を図るためには、議員御指摘のように若い世代の意見を

反映させることは、非常に重要と考えております。 

 特に農業分野におきましては、農業従事者の高齢化が進展いたし、平

均年齢が71.5歳という中において、これからの市の農業を担う若い農業

者の意見を求め、活躍の場を広げていくことをしなければ、農業や農村

そのものの生き残りが危うくなってくると懸念される状況です。 
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 現在、ＪＡ広島北部管内の農業青年で組織されている「ひろほく農考

会」では44名のうち34名が本市の若い農業者であります。相互の親睦を

深める活動のほか、地域を見詰め直し、新たな可能性を発見する場とし

て、また、新たな組み合わせや連携をする場として集い、研さんを重ね

ておられます。今後、彼らの意見が市の農業施策や定住施策などにも反

映されるよう、機会の拡充を検討してまいりたいと考えております。 

 私も議員の御意見に全く賛同でございまして、こういう組織を立ち上

げながら、どうしたら若い人の意見が聞けるかというのを今後検討して

まいりたいと。私も香川組合長から誘われて、「ひろほく農考会」に行

ってるんですけど、若い人の非常にいい意見が出てくるので、こういう

意見を今度は農協だけじゃなしに市として聞けたらどうかと。これは農

業だけじゃなしに、まちづくりに非常に根幹をなすもので、まちづくり

に女性を登用しようとか若い者を登用しようにも、今の組織には誰も入

ってこんので、そういうことを考えていきたいと思っております。 

 そのためには我々が若い者の行事へ積極的に参加する必要があると。

私もこの間の高宮の香六ダムのコンサートとか、吉田町の文化センター

のロックとか、向原でやってるところに参加しよったら、やっぱり向こ

うから話して来るし、接点の見つめ方、これまで10年間で一番足らんか

ったぐらいだと思ってます。そういう手法も踏まえながら、できるだけ

若い者と近づいて、若い者の施策、これが今度は若者定住につながると

いうことにしていきたいと思いますので、御理解をしてもらいたいと思

います。全くこの意見に賛同でございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  基本構想の中にも田園都市を目指すということがありました。そうい

うことをひっくるめてみても、やはり安芸高田市で農業を営んでおる若

者の意見、これはほとんどの人が安芸高田市へ定住しておるわけです。

そういうことを考えると、その人たちにも結婚をして子どもが生まれて

いる。学校教育についてもそうですし、乳児医療とかいろんな制度も大

事になってくるわけです。そういうものを充実・強化していくというこ

とも大きくつながってくるわけです。 

 農業は農業として意見交換をしますが、まち全体の関わりについても

意見交換ができるということが私は大事なんだろうと思うんです。高齢

者の意見がだめというんじゃありませんが、若者の意見もここで安芸高

田市の活力を求めるためには大いに必要だろうと思います。 

 ここで申し上げておきますが、私は、表現の中で「農業青年等」とい

うことを表現しております。これは、私は産業建設常任委員会に所属し

ておりますが、この間、商工会青年部の皆さんとも交流の機会がありま

した。そういったこともひっくるめて、それぞれの分野ごとに、または

総合的に若者の意見交換ができる、先ほど仮称で申し上げましたが、創

生会議のようなものを、これは創生会議でなくてもまちづくり会議でも
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いいんです。そういうものを立ち上げて、活力を生むための努力も行政

的にしていただければ、とこういうふうに思います。 

 やはり安芸高田市は、地域資源を生かしたまちづくりの挑戦というこ

ともこの基本構想の中にもありました。当然、地域資源を生かすという

のは、その中には土地もあり、いろんなこともありますけれども、人も

地域の資源と。こういうことを考えて、まず人づくりということが一番

の基本に、根っこにあるとこういうふうに考えて、私が一般質問をさせ

ていただきました。その点について、市長のさらなる御見解をお聞きし

たいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  さらなる回答はないんですけど、つくってみたいと思っています。 

 先ほど、私、ジャズバンドのことを言ったんですけど、もちろん神楽

もサッカーとかスポーツもいろんな若者の参画があるので、そういうも

の等を踏まえた若者たちの行政に参画する場を、どういう形でつくるか

というのはお約束できませんけど、そういう形の場を設けていきたいと

思ってますので、御理解をしてもらいたいと思います。検討委員会にな

るのか、創生会議になるのかわかりませんけれども、うちの職員とも相

談しますけど、とにかく若者の意見を聞ける場というのは大事だと思い

ますので、挑戦をしてみたいと思います。御理解してください。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  もう既に、市長さんが主催をされました、市の職員さんの意見の発表

の場をやっておられますよね。そういうことをやはり全体の若者に対し

てもやられたらどうかなという思いでちょっと私、考えたんです。です

から、もう既に市長はそういう考えのもとに事業展開といいますか、政

策展開をしておられるんだなという思いで言っております。 

 そのためには、ちょっと市民の声がいろいろある中で、行政職員の活

力というのもそういう意味で大切でありますし、私は人事権には介入は

できませんし、しませんし、そういう人事異動についても、ある程度長

い間おられる人も発想をかえた転換のもとに仕事をされるというのも一

つの手かもわかりません。これは答弁は必要ありませんし、私の思いで

あります。 

 以上をもちまして、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○藤 井 議 長  以上で宍戸邦夫君の質問を終わります。 

 この際、11時まで暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時４８分 休憩 

午前１１時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○藤 井 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 
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 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  11番、熊高昌三です。 

 2点にわたって質問をさせていただきますが、先ほど宍戸議員のほう

から同様の内容の質問がありましたので、かぶったような形になります

がお許しをいただいて、さらに私の考え方を市長に問うてみたいと思い

ます。 

 まず第1番として、地域創生と安芸高田市の政策について。あえて

「地方」じゃなしに「地域」というふうに書いておりますが、宍戸議員

はスケールの大きい視点で問われたと思いますので、私は地域というそ

ういった視点で問いたいということでこういった書き方にさせていただ

きました。 

 その中で国は地域創成に関する法律を可決したが、農業改革もあわせ

て非常に関係の深い法律と受けとめております。 

 そこで、私は市長のコラムをいつも楽しみに読んでおりますが、今回

の市広報の第75回と第76回、75回は地域創生について書いておられます

し、76回は農業改革について書いておられます。そういったものを読ま

せていただきながら、市長のもっと深い考えをお伺いしたいとそういっ

た思いで今回、第1番目の質問をさせていただきます。 

 通常なら市長のコラムというのは市長の顔が浮かぶようなおもしろい

表現というんですか、そういったものが伝わってくるんですが、この75

回、76回はなかなか市長の顔が浮かんできづらいような中身だったので、

これはもっと深く聞いてみるべきだなという思いで聞かせていただきま

すので、一つよろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの熊高議員の御質問にお答えをいたします。 

 コラムで私の顔が見えんとおっしゃいましたけど、私もこの政策が見

えんのです、まだ。ただ、昨日も話があったように、政策論はあるんだ

けど具体論がわからん。誰もわかってないです。ただ言えることは、政

府も金がないときにやるわけだから、全部金太郎あめじゃだめよと。今

度逆に言ったら、切る理由よね。政策にええの持って来いと、それじゃ

認めちゃるといってもほんとに認めちゃるかどうかわからんと。 

 我々ができることは、この安芸高田市バージョン、宝がようけあるの

で、これをうまく使った、独自の、誰が聞いてもこいつをやってみたら

安芸高田市は30年ぐらい沈没しとらんでということになるようなものを

つくりたいと思っています。 

 残念ながら、私もこれから勉強しますけど、ちょっとここの段階はな

かなか前がようわからんところがあります。今のようなことは総務省の

ほうから聞いています。独自性がなけりゃだめよとか、こういう基本的

なことは。大きな頭出しはわかってるんですけど、具体的にこういうこ
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をしたらいいというのはありません。我々のような小さいまちは、崇高

な話ですよ、これは。昨日、県議会質問で県はどうするんかという質問

があったそうです。こういうことなので、御了承してもらいたいと思い

ます。 

 先ほどの宍戸議員の質問でもお答えしましたが、国は、人口減少の克

服と地域を創生するために、3つの基本的視点を掲げておられます。 

 1点目は、若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現、2点目は人口

の東京一極集中への歯どめ、3点目は地域の特性に即した地域課題の解

決であります。 

 人口の急減、超高齢化は、安芸高田市にとっても大きな課題でありま

す。国による「地方創生」の政策の推進は、安芸高田市の今後の施策展

開にも大きな推進力になると期待をしております。私は第75回の市長コ

ラムで、第187回臨時国会における安倍首相の所信演説の内容を紹介し

たところでございます。安芸高田市の強みを発揮することにより、若者

が安芸高田市に誇りと魅力を持つまちづくりをめざし、基幹産業である

農業を基軸とした雇用創出をはじめ、さまざまな施策展開において、次

世代の確保を図る必要があると考えており、現在策定を進めています総

合計画において、具体化したいと考えておるところであります。 

 また、第76回のコラムにも掲載しておりますように、国は農業改革に

着手いたし、農政は大きな転換期を迎えております。日本型直接支払い

制度の創設や水田フル活用と米政策の見直し、また経営所得安定対策の

見直し、農地中間管理機構の創設などが主な内容となっております。 

 主要には、担い手への農地集積、大規模化などにより、農業生産の効

率を高めていくという方向でまとめられておりますが、東北や関東など

広大な平地を持つ地域と中山間地域である安芸高田市とでは、農業基盤

や営農環境が大きく乖離しております。そのため国の動きを見きわめな

がら、この地の土地条件、営農状況に応じた施策を展開していく必要が

あると考えております。担い手を育成し経営安定を図ることは当然でご

ざいますが、同時に地域の農地を守り、生産を支えている小規模の農家、

兼業農家等への支援も行っていくべきと考えております。 

 また、農地の荒廃を防ぎ効率的な活用を図るため、新たな農業の担い

手を確保し、野菜生産など新規の取り組みにより、地域の雇用を生み活

性化を図るためにも、地元との調整を図りながら企業の参入も促してい

く必要があると考えております。 

 農村には都会にない魅力がたくさんある、田舎暮らしや農業に興味を

持つ若者も増加していると言われておりますが、安芸高田市の魅力をど

う伝え、彼らを呼び込み定住につなげていくか、それぞれの部署、それ

ぞれの立場で知恵を出し、協力して取り組んでいきたいと思っておりま

すので、御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 
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○熊 高 議 員  今回の地域創生そのものが1990年の近くだったですか、竹下内閣時代

のふるさと創生、その事業のバージョンアップというふうに私は見てお

ります。 

 その当時、もう既に三十数年たっておりますけれども、当時の高田郡

でも吉田でいえばサッカー公園、そういったものを整備し、あるいは美

土里町では今、神楽で盛んに活用化してる湯治村、あるいは高宮であれ

ば田園パラッツォ、甲田であってもタウンセンター構想とか、そういっ

たものをやってきた、そのものが今いろんな形で生きてる部分もありま

す。 

 ですから、政治というのはやはり時間がかかるんだなという思いがし

てその当時のふるさと創生というのを今現在見ております。現在は地方

分権というのが少し30年前とは随分変わってきておりますので、そうい

った意味では地方の首長の覚悟が問われる今回の地方創生という事業で

はないかなという思いがするんですね。 

 そういった意味で、今回コラムにも、市長がそれぞれ地方創生の中身

を書いてありますが、とりわけ先ほども宍戸議員での答弁にもありまし

たが、例えば、このコラムの中の最初の上の段の①の若い世代の就労、

結婚、子育ての希望の実現ということですね。ここらは結婚の促進、そ

ういったもので、昨日も補正予算を組んで婚活の成果が出ておるような

こともありました。今回のふるさと創生の一つの大きな目玉というのは、

まず雇用がついてくるということ、このふるさと創生の一つのポイント

だというふうにいろんな方が言っておられます。雇用という言葉がつけ

ば、ふるさと創生になるんだと、地方創生になるんだというようなそう

いった感じの言葉もありますので、そういった意味では若い人の就労、

結婚、子育てというのは非常にポイントになると思います。 

 それを安芸高田市として、今後、どのように具体化していくか。そう

いったことについてお伺いを再度したいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私は、私なりにこれまでずっとやってきたと。やってないことを、合

併してやってきたつもりです。光ファイバーを整備したのもいわゆるこ

の雇用につなげるためです。企業誘致しようと思ったら、光がないと相

手にしてもらえません。これを何とかギリギリしたんですけど、こうい

うこととか、神楽の東京公演とかいうのもそういうつもりでやってるん

です。安芸高田市をちゃんと全国に売ってるわけです。そういったこと

を今度いかにこっちに結びつけるかということが、これからの課題だと

思っています。だから、いろんな安芸高田市の財産を地方発信をしてき

たんだけど発信ばかりじゃだめだと。これを今度雇用とかにしていきた

いと。 

 またもう1個言えば、この安芸高田市の農地とかあるんで、この空き

家を利用するにしても空き家に住んでもらう人とか、農地を利用した空
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き家をうまく組み合わせていくとか、こういうような仕組とか。 

 それから先般、議員もおっしゃったけど、サテライトオフィスといっ

て光ファイバーを利用した展開で雇用を創出していくと。雇用を創出す

れば、若者定住もついてくると思います。条件的に非常にここは広島に

近い位置にございますので、しっかり考えたらよそのまちには絶対に負

けることはないと思うので、こういうことをいかに具現化してやってい

くかということだと思っています。 

 ただ、私も安倍総理じゃないので何も言えませんけど、こういう方向

性は間違いないと。こういう方向で私も今現在、具体的にどういうこと

をやるというのは、今婚活をやってますけど、このほか何をやるかとい

うのはこれから考えていきたいと思います。その辺の知恵を市民の皆さ

んとか若い者からおかりしながら、いいものにしていきたいとかように

思っていますので、御理解を賜りたいと思います。先般の宍戸議員にも

お答えしましたけど、若者の会議をつくるなりして意見を招集しながら、

どうしたら住んでくれるのかと。 

 簡単なことは、予算さえ許せば、安芸高田市に来たら子育ては全部た

だにするとか、保育料をただにするとか、こういうシンプルなことはで

きるんだけど、ここに行き着くまでにもっと学校のレベルをあげるとか、

いろんな大きな問題がかかってきます。これまでのつけを全部片づけな

いとこの問題は片づかないので、これからしっかり考えていきたいと思

いますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 まだ、私はこれといった今のところ案は持ってませんけど、これから

しっかりとつくっていきたいと思うので、議員の皆さん方もそういうい

い提案があったら、提案してもらいたいと思います。この場で議論をす

るんじゃなしに、市長室に来てもらってやれば、ちゃんといい案だった

ら採択しますので、どうかよろしくお願いいたします。貴重な御提言、

ありがとうございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  いろんな施策を点では割と見えるようになってきたんですが、それが

どうネットワークされて、結果として、数字的にも含めて雇用という形

がどう成就していくのか。そこら辺までやはり示す必要もあるんじゃな

いかなという気がして、もっと具体的にお伺いしたいとそんなふうに考

えておるんですね。 

 先ほど市長、市長室に来ればという話をされましたけれども、以前に

も言いましたが、それも大事でしょうけれども、やはりこういったせっ

かくの場ですから、市長の考えを我々にしっかり述べていただいて、そ

れで議論をしていく。いわゆる情報公開、考え方を提起していただいて、

オープンに公開の場で議論をする、それが市民にわかりやすい行政、あ

るいは議会であると思うんですね。そういった意味でやはりこういった

場で市長の思いというのを述べていただきたいなと。 
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 というのは、以前、イギリスのサッチャー首相の映画を見たんですけ

れども、サッチャー首相のお父様がサッチャーさんに、政治家に限らず

人間というのは、思いとか考え方を大事にしなさいと。それは言葉にな

ります。言葉は行動になります。行動は習慣になり、その習慣が人格を

つくる、そして最終的に理念となってその思いというのを実現する、そ

ういった段階があるんだから、一番最初の思いとか考えというのをしっ

かり持ちなさいというようなことをサッチャーさんに言われたらしいで

す。非常に感銘を持って受けとめた言葉だったんです。 

 そういった意味で市長も政治家ですから、言葉でやはり表現をしてほ

しい。それが最終的な市長の思いとなって、政策実現になるわけですか

ら、こういった場でしっかり議論をしていただきたい。そういった思い

で再度お聞きします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私、これまで言葉じゃなしに実行はしてきています。婚活とか多文化

共生とか、いろんな。ただ、このたびの政府の答申に対して、どういう

ことをやっていくかということは、今までの安芸高田市の宝、農業の問

題とか、いわゆる地域の文化とか強みを生かしながらこれから提案して

いくと今言ってるわけでございます。決して何もせんというんじゃなし

に。 

 ちょっと反問権を使わせてください。熊高議員さんは、そこをおっし

ゃるなら、あなたならどうしたらいいと思うかというのをちょっと答え

てもらいたいと思います。議長、よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  ただいまの市長からの反問権の行使について認めたいと思います。答

弁ありますか。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  2度目の反問権をありがとうございます。 

 反問権というのは、本来、質問の趣旨がわからんというときに使うと

いうのが原則なんですね。でもあえて提案をしなさいということですか

ら、私もいっぱい提案をすることはあります。それを述べたら時間が幾

らあっても足りませんけれども、この反問権は時間は関係ないんですよ

ね。 

 この市長コラムの次に行こうと思ったんですが、3番の地域の特性に

即した地域課題の解決というのを書いておられますが、こういったもの

を見ても、やはり農業を中心とした6次産業化の推進、あるいは山林を

使ったバイオマス発電とか、そういったものを以前から提案をしており

ます。そういったものをすれば、地域が守れ、しかも雇用が生まれてく

る。そういった再生エネルギー、こういったものは安芸高田市にとって

非常に大きな政策になると思います。そういったものを含めて雇用につ

なげていく。簡単に申し上げると、私はそういった考えを持っておると

いうことです。 
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○藤 井 議 長  市長に対する反問権の答弁を終わります。 

 まだ反問権はありますか。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  否定するわけじゃないんですけど、意見を述べたいと思います。 

 このことは職員にも指示しておるんですよ。庄原のこともあるし、い

ろんなこと。ただバイオマスとか6次産業化といいますけど、実際具現

化しようと思ったら費用もかかるし、なかなか収益につながらんという、

果実を得てないのでやってないだけであって、こういうことは貴重な御

提言ですから、これからも考えていきたいと思います。貴重な御提言、

ありがとうございました。 

 ただ、なかなかこれといった決め手がないということは知ってもらい

たいと思います。どこのまちも6次産業化とかやってますけど、なかな

か成功した事例もそんなにないと。ただ、予算の関数で調査やってから、

来年もまたいいものつくってどうこうというのはこれまでの行政であっ

て、補助金を使う行政じゃなしに、これから循環型。やっぱり費用対効

果の生まれた地域に還元できるような、予算があるからこの経営ができ

たというのはもうだめなので、そういうことは御理解をしてもらいたい

と思います。こういうことを考えながら、そのことがしっかり立証でき

るものなら6次産業化もしっかり検討していきたいと思います。 

 それから山と農地の活用というのは、平素、私が言ってることなので

していきたいと思います。これは同感でございますので、御理解を賜り

たいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  市長がまさに今言われたように、6次産業化というのはお金もかかる

し時間もかかる。だからこそ、今回のふるさと創生のバージョンアップ

である地方創生という事業が生きてくるんだと思うんですね。 

 現在、広島信用金庫あたりが農業ファンドというのをつくって、そう

いった資金の援助をしながら6次産業化の推進を進めてくる。やはり市

長が言われたように、お金もかかるんです。時間もかかるんです。だか

らこそ、今回の地方創生というその事業をこちらから積極的に提案をし

ていって、こういったものをうちはやりたいんだと。だから、こういっ

た事業として地方創生事業に組み込んでほしい。今から考えるのでは私

は遅いと思います。はっきり言って。今もう既に考えていくまちはいっ

ぱいあります。 

 そういった意味で、この法律が通った以上は、いち早く提案をしてく

ということが安芸高田市の生き残りにかかわると私は考えております。

市長の考えがもっと深いものがあるのではないかというのをお聞きした

いので、しっかりいろいろ発想を持っておられるので、全部オープンに

して披瀝をしていただいて、市長の思いをもっと聞きたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私も同感でございまして、例えば、神楽門前湯治村、湯の森、高宮の

ゆず、全部補助金でやってるわけですね、これ。やってるんだけど、こ

れを将来に向かってそれじゃ持続できるかどうかといったら、皆不安を

持ってるわけですよ。こういう状況の中でふるさと創生をやっても借金

が残るばっかりです。この二の舞はしたくないと。 

 ただ、ここで考えたときに、これはちゃんと市として独立できるよと

市民の皆さんが納得できるものであれば挑戦していきたいと思います。

ただ、検討の材料にしていきたいけど、今までのふるさと創生の反省も

しながらこのステップへいきたいと思っています。決してこれを投げと

くんじゃなしに、税金を使うわけですから。ずっと税金をもらうわけじ

ゃございません。このために100％国が出資していくということじゃご

ざいませんので、借金も残ります。このことを我々は市民に対してちゃ

んと説明できるように。これあんたらがずっと10年かかっても関わって

いけじゃなしにということをしていきたいと思っています。 

 ただそのためには、今やっていますけど、神楽門前湯治村を建設して

いかないけんとか湯の森を建設せないけんとか、川根ミュージアムを建

設せないけんと、そのためには金を大分突っこんできたと。こういう効

果があったんだと。だから金をかけてもいいんだから、やってもいいん

だというような検証をしながら次のステップにいかんと私はいけんと思

っています。だから、皆さん方に言えないということです、はっきりと。

だから、案は持っておってもなかなか市長の口から言うと市長がやると

言うたじゃないかということになりますので、そういうことは御理解を

してもらいたいと思います。 

 私はこのたびのふるさと創生というのは、そういうきっかけをもらっ

たと思うんです。国のチャンスだと。このチャンスを生かして、ちゃん

と将来展望が開ければ挑戦していきたいと思いますので、今から遅いと

いっても、国の方向もまだ示してないわけですから、こういうことを安

倍さんも国会が安定したらそういうことが来るので、そこを謙虚に受け

とめてうちも意見をしていきたいと。そのための市民の意見を聞いてい

きたいと。やっぱりいいかげんな気持ちでこの列車には乗りたくないと

思っていますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  さっきも言いましたけれども、今回の地方創生は各自治体の首長の覚

悟にあると。だから見通しができないから何もやらないという、そうい

った言葉にも聞こえます。何かをやっていくためにどういった方法をす

れば、それが切り開いていけるのか、それを考えるのが首長であり行政

であると私は思うんですね。 

 そういった趣旨でいえば、例えば、もっと具体的にもっと言えば、昨

日の補正予算があった堆肥の散布、先ほども話が出ましたけれども、こ
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ういった3つも堆肥センターがあるというまちはなかなかないんですよ。

しかも2年連続で優良な堆肥ができたという。これを生かした農業の6次

産業化とか、ブランド化にするとか、そういったことにつなげるその資

源はいっぱいあるんですね。 

 だから、政治というのは時間がかかると思うんですよ。だから、その

先を見てどういう政策をすれば、あるいはどういう手を打てばそれが政

策として10年先、20年先に生きてくるか、これがまさに政治の役割だと

私は思ってるんですね。そういった意味では、やはりリスクもそれはあ

るかもわかりませんが、そのリスクを排除するというのが、これだけの

職員がおるということで、いろんな研究、そういった情報を集めるとい

うことなんですね。 

 だから、ある意味、安芸高田市の皆さんは情報の取り方が少ないんじ

ゃないかなと思うんですね。民間の活力ということは市長もよく言われ

ますが、本当に民間を具体的にどう使っておられるのか、そこら辺はい

かがでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  民間活力というのは、今回の安倍総理の話じゃなしに以前からやって

ます。 

 例えば、水道事業というものを民間委託して現在よりコストがかから

ないような施策もしています。それからいろんな事業の展開、例えば、

窓口業務とかこういうできることはやってるつもりです。これからも業

務に支障のないものについてはそういう方向で、また経費の節減になる

ものについてはそうしていきたいと。 

 ただ、こうやってきても、今まで既得の権利を主張する方もおられま

すので、非常に難しいということなので、そういう意気込みでやってお

ると。この活力については、他の市町にも絶対に負けていないと思って

います。 

 さっき堆肥のことを言われましたけど、私申しましたように、このこ

との堆肥を支援した裏には、将来の安芸高田市を有機農業に持っていく

ためにお金でその減反の米を補助するんじゃなしに、堆肥づくりを安定

供給できるような仕組みをつくって今回しようというようなことをちゃ

んとうちの地域営農課も決めてくれています。職員が。こんなことどこ

のまちもやってないですよ。職員を褒めてやってくださいよ。あなたが

言うように、ちゃんと職員も情報提供しながら頑張っています。 

 今まで旧の市町が何やってきたかということなんですよね、ずっと。

私も含めて。全然やらんことばっかりやってるんです。非難はみ易いけ

どなかなか実施は難しい。堆肥場でもほんとだったら1カ所にして、ち

ゃんと採算が取れるようにして、どの堆肥も皆、牛のふんとか受けてあ

げて循環できる仕組みをつくれって指示しておるんですが、なかなかで

きない。高宮は高宮の意見があって、美土里は美土里。こういう大きな
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問題が各論で反対されちゃうんですね。だから、そういうところも理解

してもらいたい。 

 方向性は職員も一丸となって考えていますので、そこは理解してもら

いたい。勉強してないって言うんじゃありません。しています。聞いて

みてください、行ってから。職員に。それでわからんと言うたら私のと

ころへ来てください。ちゃんと勉強していますよ。私も私なりに、私は

大体農業とか福祉や教育が専門じゃないんですけど、勉強したつもりな

んですけどね。 

 よそのまちと比較しても決して引けを取ってないと思います。もし、

うちよりかいいところがあったら言うてもらったら、そこをまねしてい

きますから。口で非難はできるんですけど、褒めてやってください。ち

ゃんとやってるところを。高宮町、美土里町の人も立派にやってるやり

方を教えてください、本当に。これがやっぱり議会との関係になるんで

すよね。やっぱりこれからはお互いに非難じゃなしに褒め合いっこしな

がら、いい方向にしていきたいと。悪いところは私も改めますので。 

 このたびの地方創生というのは、そういう国から提案を求められとる

んですよ。あんたら意見があるかと、私は才覚がないからわかりません、

これ。これ県に聞いても県もわからんと言ってる。うちもこんなこまい

田舎まちがそんなのわかるはずがないんだけど、ただ職員が一丸となっ

て勉強する姿勢は持っておることは理解してもらいたいと思います。 

 ちょっと私の言い方がまずいかもわかりませんけど、一生懸命やって

おりますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  いろんな形で私も情報を集めながら、市の職員さんとも情報交換をし

ながらやっておる上で申し上げております。 

 堆肥に関しても、美土里町あたりはふんがやわらかいからそういった

ものをどうするかというのは農家の問題もあるというのも知っておりま

す。あるいは、美土里町の堆肥センター、竹チップを使って庄原のよう

にブランド化できるような肥料もつくっていこうというような提案もし

ながらそういったつなぎもしております。 

 そういったことを含めていろんな情報の中で、まず堆肥センターその

ものの元というのは、酪農家があって、牛を飼う皆さんがあって、初め

てその堆肥センターというものが稼働できるわけです。その酪農家その

ものが少なくなっておるんですね。今回のバターが全国的に少なくなっ

てるというのもそこに原因があるわけです。だったら、その酪農家をど

うやったらふやしていけるか。その牧草飼料、そういったものの高騰と

いうこともなっておりますから、今の飼料稲とかそういったものにも取

り組んでもらっていますね。でもそれをもっともっと深くやっていくこ

とによって、堆肥センターそのものを生かしていくことができるわけで

すね。そういった具体的なところを見ながら、やはりそういったことの
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取り組みは少なくとも3年・5年はかかるわけですよ。そういった見通し

をしっかり市民、あるいはそういう事業者に示しながら、そこまでは

我々も支援をするし、国のその事業も取っていきましょうと。そういっ

た中で一緒に頑張っていきましょうというのが、私は首長の言葉になる

べきだと思うんですね。 

 そういった意味では、市長が頑張っていないということじゃないんで

すよ。もっとわかりやすく、そういったところを説明しながら、本当に

情報を共有しながら、一緒にやっていこうというような姿勢をもっと示

していただく。そのためにはこういった議会の場、委員会の場でしっか

り市長の思いというのを、市長室に行って密室で話をするんじゃなしに、

こういったオープンの場でしながら、あれはこうじゃないかという市民

の声がまたそこに出てくるような、そういった取り組みをしていこうと

いうのが私の提案なんですね。そういうことを理解いただけますか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  当然です。ただ、それじゃ酪農家をふやすといっても、今の形態の中

でそれは難しいことなんですね。今やってることは、酪農家、羽佐竹の

方に行ったらし尿を撒いておられるから、これを失くせと今言ってるん

です。そのためには、受け入れ態勢をつくってくれということになって

いるわけです。酪農家の方には補助金を出してますけど、いわゆるいろ

んな器具を買う補助とか、農業と同じです。 

 こういうことをやってるんですけど、具体的にこの安芸高田市に酪農

家をふやすということになってくると、具体的にどういう手法を取った

らいいかというのは私はわかりません。それを説明せえと言われても全

然できません。こういう提案があるなら、皆さん方のほうからもしても

らいたいと。市長、こういうことをやったら、酪農家がふえるよと。農

業の米を上げって言ってもなかなか我々できないので、こうしたら上が

るよとか言ってもらえればいいんだけど。ただ我々は、田舎の酪農家の

方々が困ってることをどうしたら助けられるかということがわかっても、

それじゃふやすにはどうするかといっても、これは長年培われてきた、

ずっと何十年の経過の話ですから、必要性がわかっても答えは出て来な

いです。こんなことを言われても。だから、そのことはちゃんと皆さん

にわかりやすく言ってるつもりなんですけど、皆さんの御理解がなかっ

たら、もっと私も説明したいと思いますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

 みんなそうなんですよ。だから、今の市の職員に言って理解してなか

ったら言うてもらいたいんですよ。職員がこういうことがわかってない

じゃないかと言うてもらったらいいんです。ちゃんと注意してわからん

かったらわかる方向にいきます。そういうコミュニケーションを取って

るんですよ、いつも。決して、私独自で駆けりょうるわけじゃないです。

だから、このことはしっかりと皆さんの意見を聞くと。 
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 先ほど、若者の意見を聞いたらいいと貴重な意見を宍戸議員が提案さ

れましたけど、全く同感なんです。ああいう場をつくっていきたい。あ

あいうところに出ることによって、「ひろほく農考会」とか農業の若い

者とだんだん私も話をするようになりました。最初のうち全然わからん。

何をやってるのかわからんかったんだけど、最近、私のところに話をし

に来るようになりました。そういうような若い農業の後継者らは。それ

で彼らは何を望んでいるかとか、そういうことを聞きながら、やっぱり

施策の展開を図っていきたいと。私がぱんと市長だからと決めてから当

然だというんじゃなしに、それも一つの施策だと思います。そういう聞

きやすいような場をつくっていくのが非常に大事なので、そういうこと

をしていきたいと。 

 とやかくは、このたびの長期計画もそうなんですけど、若い者を集め

ましょうとか言っても、今の安芸高田市の組織だったら、会長さんとか

が出てきたりするわけです。それじゃどうしたらできるのかと、どうし

たら女性の意見を聞けるのかということを私も悩んでいますので、いい

ことがあったらまた聞かせてもらいたいと。水掛け論になるので、同じ

ようなことを言ってるわけです。議員の意見を聞きながら、施策の展開

をしていくということです。ただ、私もお釈迦様じゃないので、ええ考

えを出したつもりなんだけども、まだこれでも足らんとおっしゃるかも

わからんけど、自分なりに出しておると。もうこれが気に入らんかった

ら今度は市民が直訴してきますよ、だめじゃと。今のところ、お太助ワ

ゴンにしても何にしても「よかった、よかった」と来てもらってる。褒

めてもらってる。褒めてもらえば、私も人間ですから、やる気になると

いうのが現況でございます。 

 そんな高度は期待というんじゃなしに、一緒になって物を考えるとい

う視点でよろしくお願いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  私は市長に高度な要求をします。というのは、安芸高田市がなくなっ

ちゃいかんということで。昨日も自民党関係の候補者の決起集会で庄原、

三次はなくなっても安芸高田市は残す、残るんだというふうに言われた

んですよ。それだけの責任があるんですよ。だから、結構きついことも

言わざるを得んのですね。 

 堆肥の具体的な酪農の分で言えば、やはり個々の酪農家が6次産業化

を自分のところでやりながらチーズをつくったり、加工品に出す乳価は

安いですから、生乳と比べたら。だから自分のところで加工品にして、

それこそ6次産業化してブランド化して売る、そういった酪農は成功し

ていますよね。 

 今朝の日経新聞にも宮地さんという養豚の農家のことが書いてありま

したが、量はつくれんのだと。付加価値をつけていく、そのことでやは

り中山間地の農業というのは生き残っていけるのだと。だから、そうい
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う方向をしっかり目指す。それは各事業者だけで頑張ってできる人もい

ますけど、やはりひと押しふた押しが行政、あるいは広島県も含め、国

も含めて、そういったスタートラインのところのバックアップというの

が非常に大事なんですね。そういった視点をやはりもっともっと持って

いただきたいと。 

 市長もいろんな情報を持っておられるというのは当然わかりますけれ

ども、さらにそういった具体的な部分をどうするかというところをやは

りもっと精査していただきたいなという気がしておりますので、その辺

の現状というのを再度どう考えておられるか、お伺いします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員と同感でございまして、芽を摘むっていうことは絶対しません。

だから、酪農の方々がこれをやったらちゃんと。ただ、期限を決めた5

年とか10年でちゃんとできると、私が判断したら前へいきます。これは

どうもだめじゃと、やってみても販売体制もとれんでと。これはすぐつ

ぶれるでと、また補助金出すということになるでと、これが今までの行

政なんですよ。これを見たら、私やめます。これ全部。市民によう説明

しません。 

 だから、行政ですから冒険するようなことはしないので、やっぱりみ

んなと一緒に考えて、この事業は5年たったら自立するよと、もうから

んでいいけど意欲があるというものであれば、しっかり取り組んでいき

たいと思います。で、そういうものが見えなかったら、何ぼいいことで

もだめだと言ってるんです。これをふるさと創生でやったって借金だけ

残ったことになります。これまた結果的に迷惑かけるようになるので、

この辺の責任をとらなきゃいけんと思います。ただやればいいというも

のじゃないので、その辺のところは理解してもらいたいと思います。 

 この間も川根の辻駒さんと協議したんですよ。私は全部やりますよ、

事業は。持ってきてくださいと。ただ、継続性があって3年とか4年の後

押しはするけど、ずっと後押しはだめですよと。それはしょうがないで

す。これは浜田個人のお金があればやってあげますけど、市民のお金を

預かってるわけですから。そういうようなものを探していきたいと思っ

ています。だからなかなか出んのであって。逆にそういうものになけん

にゃ、何ぼ安倍さんが言うても、何ぼふるさと創生といっても長続きは

しません。 

 木質バイオもそうです。これ継続して長くいくよということを確証で

きればいきたいと。基本的には私、山に入ってから山の仕事をしたいわ

けですから。農業を活性化したいわけですから。これを持続するために

は、やれ今補助金があるけええよと言うて、これまでの行政のそうなん

ですよ。補助金支援はずるいから金がなくなれば逃げますよ。逃げたと

きにあんた国がやったけ、市役所に言いなさいよというのが今の手なん

ですよ。それじゃだめです。そこをしっかり私見きわめて、皆さんもそ
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うなんですよ。一緒に提案したときに、議員の皆さんが、「これ市長や

ってみたらええでと。創生やってみようと。これは何か芽が出るんじゃ

ないか」ということになればしていきたいと思ってますので、決してせ

んというんじゃないので、御理解をしてもらいたいと思います。ちゃん

とやりますので、積極的にやりたいと。だけどそのためには、市民に迷

惑をかけんように、将来的にちゃんとプロセスをかけるような説明もで

きないといけんし、現にそうじゃないといけんということなので、御理

解をしてもらいたいと思います。よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  結局、今の段階で市長に何ができるのかというのが全然見えてきませ

んね。 

 例えば、今、道の駅構想をやっていますけど、群馬県の川場村ですか、

あそこらあたりが川場村田園なんとかという道の駅をつくっています。

そこらでその道の駅の機能が、やはり地域の農業とか観光とか産業とか

がそういう起点になっておるんですね。そういった取り組みそのものも、

市長、道の駅構想をつくっていこうということで、今実施に向けて動い

てますよね。そういったものをどう生かしていくのかという、そこの先

が見えてこんのです。私には。その辺の切り口でちょっとお伺いしたい

と思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  道の駅構想というのは、これ今までの道の駅とは違って、いわゆる東

北震災とか防災的機能を持たせていこうというような道の駅です、これ。 

 先般、実は1年をおくれて中国整備局から広報にいきました。ちょっ

と私の情報が早くって、国のほうはもうこういう方向になると言ってた

んですけど、三次工事とか整備局のほうがこのように行かんかったとこ

ろがまさに御迷惑をかけたことになるんですけど、先般、所長が来て第

2ステージに入ったと。ステージということは、今度は道の駅、道路の

交通の駅じゃなしに、いわゆる情報を与えるんじゃなしに、そこの文化

とかいわゆる拠点になりますよということですね。これを使ってくださ

いと。そういうものを活用して地域の活性化の拠点、観光の拠点とか、

こういうのに使いますよというのを国は方向をかえたわけですよ。そう

いうことをこれから生かしていきたいと思います。 

 農業についても、ここの道の駅で売ったら、非常に今度は量が違うん

ですね。今、地産地消、いわゆる今の学校給食でここのものを使うって

利用されますけど、桁が違う話なので。ここを本気でやると将来的には

安芸高田市にこれまでないような、例えば、産地化、この地域はキュウ

リをつくってくださいと、トマトをつくってくださいと、構想はできる

んです。ただ、そのことを私がぺらぺら言うたら、市長がこれ言うたん

だけどならんかったときに困るので、今確かめているところなので、そ
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れは時間をもらいたいと。中国地方でこれをやった者がおらんです、今

まで。新しい道の駅なんですよ。そういうことを使いながらと。 

 国のほうはその道の駅、八千代に民間のものがありますけど、それか

ら県のが今の美土里町にありますけど、こういうものを包括した考えの

中でちょっと考えていこうということなんですね。こういうこともある

ので、まだまだ課題が大きいということです。今、職員には先進地を見

に行っていいことがあったら施策の展開をしようと言ってるので、ここ

でこうやるこうやるって、皆さんの議論がどうなるかといったら、今度

は市長がうそを言ったという議論になるので、慎重にこれをやってるん

だということで理解してもらいたいと。 

 これ、広島県にないんですよ、こういうことは。竹原の道の駅とか高

野の道の駅とは違うんですよ、今度は。これを私がつけたいのは、地域

の産業化、農業なんかでも産地化。これまで今まで高田郡がしてこんか

ったこと新しい挑戦に取り組みよるわけです。そのためには、ちゃんと

安定的に売れる量が要るんです。だから作物ですから、これを売りよる

と、今度は連作反応を起こすので、高宮でキュウリを植えたら、甲田で

トマトを植えるとかひっくり返したり、ほんとの農業の後継者につなが

るようなことは理論的にはできると思ってるんです。ただ、実際にその

何ぼ売れるかどうかというのは、まだこれからの運営母体とか協力せな

いけません。 

 幸い、大きな防災拠点にするので、私は今までに無いような客寄せは

しっかりやっています。女性が楽なような、バックギアがないような駐

車場をつくろうとか、トイレをきれいにしようとか、広島市の防災拠点

にしようかと。これ何でやってるかと、客寄せ運動でやってるわけです。

これをしっかり訴えないとこれからの協議において、農協とか財政では

金を出してくれんですよね。今までの行政はここが下手くそなので、こ

こをしっかり見えるように今努力しているということです。将来的に安

芸高田市は金を少なく出すまいとしたら商売の人がね、これでやったら

もうかるじゃないかと思わせるようなことをしていかないけんと。これ

をせんかったら、全部うちが何かやるようになるので。そういうような

ことを考えながら今やっています。 

 だから、そういうことを踏まえながら、議員御指摘のように、安芸高

田市にどういうことができるのかというのは考えています。特に農業に

ついては、産地化ということを考えていますけど。これをどこまででき

るのかというのはわかりません。学校給食だけで、こまい範囲で産地化

はやってるんですけど、あれじゃそんな農家も潤わんので、もっと大き

な範囲での産地化とか。それとか、「オール安芸高田」の皆さんの協力

のおかげで湧永薬品が私に協力してきてくれます。健康づくりとか、薬

草とか。こういうもので、広島県も挑戦しなかった部分へ今入っていま

す。 

 ただ、皆さん方に言えることは、湧永さんへつくれと言っても、何ぼ
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言っても、私が安定的に安芸高田市でこれをつくるということを一生使

わんとよう言わんですよね、何ぼ。これをやらんから失敗するんです。

だから、このためにはどうして指導していくんかとか、どこの土壌が合

うのかとか、こういうことをちゃんと確かめながら次の展開ということ

なので、御理解をしてもらいたいと思います。決して考えてないわけじ

ゃないので、施策が見えん、見えんとおっしゃいますけど。だから、平

素の話の中で情報提供をしますので、言うてくれても大丈夫です。 

 ただ、言うてもらったらいけんことがあるんですよね。三次工事の知

らんことを先に私が言いよるわけですから、地建がはぶてちゃ困るので。

ただ、このことについてもはぶてんようになりました。三次のほうから

第2ステージにいくという提案をもらいました。順番があるんですよ。

発表したいんですけど、皆さん方に。どこかで漏れたら、これ次のステ

ップに行かんようになる、こういう仕事は。ここはちょっと大人の話に

なるので、ここは御理解をしてもらいたいと思います。 

 決して、皆さんを無視しているわけじゃないので。ちょうどいい時期

なんです。私の施策ほど見やすい施策はないんですよね。だから、わか

らんとおっしゃるなら聞きに来てください。ちゃんとお答えしますので。

ただ、具体的に何をしようかというのは、そういう検討をふまえた話が

あるのでお答えできないということで御理解してもらいたいと思います。

安芸高田市を見てもらえばわかるので、他の市町がやらんことをいっぱ

いやっていますよ。だからその辺の評価をしてもらいたいと思います。

非難だったら誰でもするんだけど、こういうところええけど、こういう

ところというように。 

 皆さん、私が義務があるとおっしゃいますけど、当然私はどうなるか

わからんけど、限界集落にせん目的で一丸となっていく義務があります

のでよろしくお願いします。 

○熊 高 議 員  市長、簡潔な答弁を。 

○浜 田 市 長  簡潔にって一生懸命説明してるんじゃから失礼じゃないですか、あな

た。あなたが長いんじゃないですか。だから、私をくさすのはいいけど、

職員をくさすのはやめてくれと言ってるわけです。よろしくお願いしま

す。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  私の時間はもう30分で限られていますから、長くなれば市長の答弁だ

けが長いわけで、そういう意味じゃ簡潔にしていただいたほうが、後の

質問もありますので、そういった意味で申し上げたので。 

 道の駅構想そのものも、具体的には道の駅構想の中で話をすればいい

ことなんですけど、一つの例としてあげたわけです。当初は、防災拠点

としてもそういった機能を持たせることによって魅力的な道の駅にする

と。人を呼んでくると。ただ、市長が当初言われておった交通量がふえ

ておるんだというのは、逆に減ってるんですね。尾道松江道ができて。
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実際、それは数字として国交省が言いました。 

 そういった中で、本当に車の量が減った中でわざわざ防災だけで来て

くれるのかどうか。そういうったことも含めて、我々はチェックをして

いく必要があるんですね。そういった意味で具体的な政策はまた別の場

で議論をしますけど、情報が出ないとそういう判断ができないというこ

とです。市長室に行って聞きに来れば教えてやるよと。でもそれを聞い

た者が誰かに言えば、結局ここで言ったんと同じことなんですよ。それ

は国交省あたりとのやりとりというのは、非常に市長、うまくやってい

ただいておるので、そこは敬意を表して申し上げておるわけですから、

そういった視点をやはりいかに情報を共有するかによって判断を誤らな

い政策にしていくかというのが我々の責任だと思うんですね。そういっ

た意味で申し上げておりますので、逆に御理解をいただきたいなという

思いがしております。 

 そういったことも含めて、このコラムの76号の農業改革の部分ですけ

ど、一番最後に、「若者に魅力ある安芸高田市を創生し、多くの若者に

帰ってきていただきたいと思います」と。でも現実は、安芸高田市は帰

りたくないというふうな若い人が結構多いんですね。市長の考えられる

若者に魅力ある安芸高田市とは、一言では言えないでしょうけれども、

どういったものがございますか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私は先ほどから申し上げた、同じようなことを答えるようになるんで

すけど、就労の場を創造することと思っています。 

 それから、やっぱり就労の場だけでなしに、神楽とか文化とか、それ

が見えるような形にしていくことが若者定住。ただ、端的には医療費を

無料にするとか、育児を安くということがあるんですけど、教育の問題

もあります。これは総合的にやっていかないとだめです。家をただにす

るといったってすぐに逃げます。この学校の問題とか。だから、そうい

うことじゃなしに、総合的に考えてるから難しい課題になってるわけで

す。これ1個ずつ今片づけているということで御理解をしてもらいたい

と思います。私はそう考えています。 

 ただ、同じ考えるなら、空き家を利用して若者を寄せるなら、農地を

利用した農業をかみ合わせてできんじゃろうかというような欲望は持っ

ていますけど、基本的には就労の場とか教育とか文化とか、これをしっ

かりすればちゃんと若者が定住してくると思います。私はそう思ってい

ます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  本当に一言では言えないことではあるんですが、やっぱり総合的な戦

略というのをどうまとめていくかというのが首長の仕事だと私は思うん

ですね。そういった視点で、次の2番目の質問に移りたいと思います。 
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 第2次安芸高田市総合計画の基本構想についてということです。基本

構想が答申されましたが、市長マニフェストとの整合性についてお伺い

しますということです。 

 あと市長の任期も1年半足らずですよね。そういった中で、合併後10

年経過をして基本構想というのができ上がってきましたけれども、全国

的には基本構想、そういったものも総合計画そのものが市長の任期に合

わせてやろうかというところも出てきておるんですね。当然、市長にな

ってマニフェストというのは大きな意味を持ちますから、そういった中

で総合計画の中にどう組み込んでいくか。基本計画の中に具体的なもの

を組み込んでいくこれからの作業になると思いますが、そういった視点

で市長のこれまでのマニフェスト、いろいろ実現もしてこられておりま

すが、これから1年半の中にどのようにして行かれるのかなと。この基

本構想との中にどんなふうに取り組んでいかれるのか、そういった視点

でお伺いいたします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの議員の御質問でございます。マニフェストの整合性につい

ての御質問にお答えいたします。 

 御承知のとおり、平成20年の市長選挙並びに2期目となります平成24

年の市長選挙に際しましては、私の政策目標であるマニフェストを市民

の皆様にお示しし、その実現に向けこの間、鋭意取り組んでまいったと

ころであります。 

 おかげをもちまして、新公共交通システムお太助けワゴンの整備、フ

ァミリサポート事業など24時間保育の充実、将来を担う子供たちの学習

環境の充実のための学習補助員の配置、光ネットワークによるＩＴ環境

の整備、人権多文化共生社会の推進、安心安全のための自主防災組織の

設立促進、国道54号線や東広島高田道路の整備促進、農業基盤の整備、

環境対策としてのごみの資源化・減量化、また定住に向けての空き家対

策等、着々と実現に向けて取り組んだところでございます。 

 お尋ねの基本構想との整合性につきましては、このたびの基本構想に

おきましては3つの挑戦する都市像の下に9つの政策目標を掲げて記述し

ております。 

 とりわけ、少子高齢化が急速に進む中で、自助・共助・公助による住

民相互の支え合いや、市民と行政との協働を基調に、子育て対策、福祉、

医療、介護をはじめ、教育、防災対策、環境対策、農業をはじめとする

産業の活性化等々、市民生活にかかわる幅広い分野において、今後10年

の行政施策の方向性を記述したものでございます。 

 これら基本構想に掲げてあります事項についてみてみますと、私のマ

ニフェストとも十分整合しているものと認識しております。今後、一つ

一つの具体的事業につきましては、この基本構想をもとに策定すること

としております、基本計画・実施計画において示していきたいと考えて
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おりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  先ほどの答弁にもあったように、着々と実現してきた部分もあります。

これから長い時間をかけて行う政策というのも当然ありますし、先ほど

の質問でも言いましたように、やっぱり政治というのは10年、20年、30

年、あるいは50年、100年かかると。教育あたりは100年の長きにわたっ

ての取り組みが必要だというようなこともよく言われますけども、そう

いった意味で、やはり現在の我々も含めて、政治に携わる者が今の時代

をどう見きわめて次の時代にバトンを渡すかということが、私は一番大

事だと思うんですね。 

 ある市民が、市長はわしの任期中にあるだけの金を使えるんだという

ようなことを言われたとか言った市民がおりましたが、そんなことはな

いだろうと。一首長であるが、永遠に市長ができるわけじゃないわけで

すから、次の世代へいいバトンをどう渡すかということを当然考えてお

られるから、そういった意味で先ほど言われたような施策もしっかりと

着々とやって来られておるわけですから。そういった意味で、市長にと

っての10年先、20年先の安芸高田市像というのはどういうふうなものを

描いておられますか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  今私に失礼な発言をされたんですけど、私は「金を何ぼ使こうてもい

い」と言ったことはございません。誰が言ったか、ちゃんと言ってくだ

さい。ちゃんと確かめますので。ただ、その人が勘違いしたんだったら

別ですけど、ある一個人の意見をこういう場で言うのはちょっと軽率だ

という気がしますので、今後気をつけてください。 

 私は、将来はやっぱり少子高齢化、これは難しい世界だけど、皆さん

と力を合わせて限界集落にならんようにしていきたいと思ってるんです

よ。その自分の思いに対して、このたびの地方創生は一つの後押しをし

てくれるんじゃないかとこういう期待をしていると言ったわけです。将

来的には、ここに定住できるようにしていきたいと思うんですけど、な

かなか課題が多くて、時間もかかります。だから、こつこつとできるも

のからやりながら、将来的にここに住んでみたいというようなことをし

ていきたいと。 

 学校教育もそうです。何ぼうちが学校教育じゃ言うても、ある地域に

よっちゃ、皆三次のほうに行ったり。ただ、それは行った人が悪いんじ

ゃなしに、うちの施策の展開がもっともっとしっかりしとらんけと思っ

ています。そういうことを一つ変えるにしても、なかなか大きなハード

ルがございます。これを1個ずつ片づけながら若者定住につなげていき

たいというのが基本的な考えでございます。そのためには、このお宝、

農業とか神楽とか歴史とか、こういうものを大事にしながら、そういう
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方向に結びつけていきたいと思っていますので、御理解をしてもらいた

いと思います。 

 このたびの長期計画はその指針を示したものであって、具体的にはこ

れから皆さんと一緒に議論しながら、市民の皆さんと議論しながら決め

ていかないといけんので、ここで御意見を賜りたいと思います。よろし

くお願いします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  失礼な発言だというふうに言われましたが、私はそういったことはな

いでしょうという否定をしておきましたので、御安心ください。 

 今市長が言われたように、基本計画に次から入っていきますので、こ

れからそういった視点でしっかり議論をしていくということで、この質

問を終わり、私の一般質問を終わります。 

○藤 井 議 長  以上で熊高昌三君の質問を終わります。 

 この際、13時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時００分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○藤 井 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 6番 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  6番、無所属、石飛慶久です。 

 通告どおり、以下の質問をさせていただきます。 

 公資産である光ファイバー網の利用促進について。6月定例会の一般

質問で「光ネットの設置を検討されるが、新規加入には工事費負担金と

して標準工事費3万3,000円がかかるため、断念される。無料にし、新規

加入促進を促すべきでは。案外、定住へ移行されるかもしれない。」と

の提案をいたしました。 

 10月1日から11月30日の間、安芸高田広報において｢あじさいネット新

規入会キャンペーン｣を展開されましたが、その結果はいかがでしょう

か。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの石飛議員の御質問にお答えをいたします。 

 あじさいネットの運営会社である中国ブロードバンド株式会社が行っ

た「あじさいネット新規入会キャンペーン」についてでございます。10

月1日から11月30日の期間中の申込者は、53名あったのが現況でござい

ますので、御理解してください。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 
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○石 飛 議 員  53名ということでありますが、一応100名を募集という形でキャンペ

ーンを繰り広げられたと思います。 

 この53名という結果については、市長はどのような感想、思いをお持

ちでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  できるだけ加入されたほうがいいわけでございまして、満足はしてお

りません。この結果を踏まえて、今後追加募集を行うとか、次の展開を

検討してまいりたいと考えますので、御理解を賜りたいと思います。 

 現在の状況で広報が足りんかったかもわからんし、まずその辺とかを

反省点としてまた考えていきたいと思います。実績は53名ということで

した。我々も100名と思ったんですけど、半分だということでございま

す。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  まず、広報が安芸高田市広報誌のみでキャンペーンを広げられたと思

います。その点について、通達が足りなかったという点もあるかもわか

らないとは理解しております。 

 また現在、光ファイバーだけ、ネットのみの入会ということで53名と

られたというのは、私は結構いい数字を出されたのではないかと思いま

す。現在、携帯電話、モビリティ、かなり普及しております。逆に言え

ば、ＹａｈｏｏとＮＴＴドコモがキャンペーンを広げて、月額2,990円

というように、もうスマートフォンにしても廉価でやってるよと。 

 例えば、電化製品でもパソコンでプロバイダーと契約して入会金5万

円とか安くするよと。いろんな形の競争がネットワークの世界、全部通

信業界ですね。大きな激戦区になっていると思います。本市はあじさい

ネットがプロバイダーで、かと言ってａｕ、ソフトバンク、ドコモ、そ

れらと手を組んでの加入キャンペーンというのは取り行っていない。ど

うしても負けてしまうという部分も考慮したら、あじさいネットの加入

53名というのはいい数字ではないかなと私は理解しております。 

 もし広報についてもうちょっとやり方があるべきであったりとか、次

なる展開をお考えなら、市長の答弁をいただきたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  53名が多いか少ないかという議論はまたこっちへ置いといて。 

 このたびちょっと反省せないけんのは、もう少し目的とか効果という

ものを訴えたらいいんじゃないかと思ってたんですよね。とりあえず、

この53名とかは次の展開につながりますけど、どういう効果とか検証を

しながら、また次の展開も考えていきたいと。決してその結果、53名で

いいというならここでやめますけど、もっともっとやったほうがええと

かいうことになれば、やっぱりふやしていきたいと思ってますので。 
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 広報の仕方についてにも、うちのホームページでいくのか広報紙を使

うのかというのがありますので、そこらを踏まえて検討していきたいと。

もちろん相手の中国ブロードバンドもいますけど、全体的なことを考え

ながらいい方向を模索していきたいと、かように思っています。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  キャンペーンの方法がどうだったかと。タブレットを10名にプレゼン

トとか確かあったと思いますが、そういう形で今若者が求めているもの

がまだまだ十分でなかったという部分もあるかもわかりませんし、それ

プラス、あじさいネットというブロードバンド、それだけで今は若者は

充足しないよと。やっぱり携帯電話との連携、そういったものも必要な

時代になっているということも考慮に入れて、全体的なＩＣＴの利活用、

行政としてのサービスがどこまで介入できるかという部分があると思い

ますが、その辺も次からの質問につながっていきますので、次の質問に

移りたいと思います。 

 第1次光ネットワーク施設整備の利活用事業募集の結果はいかがだっ

たでしょうか。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの議員の御質問にお答えをいたします。 

 第1次光ネットワーク施設整備の利活用事業募集の結果についてでご

ざいます。申請書の提出社は、現在8社となっております。なお、提案

書類の提出期限が12月15日までとなっておりますので、内容等の詳細に

つきましては、締切後、提出企業からヒアリング等をこれから行ってい

きたいと思っていますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  締め切りが12月15日で、中身のほうがまだ検討中ということです。 

 まず中身が十分であれば、もう第1次募集で打ち切るか、それともま

だこの施設利用の整備利活用事業には審議会が27年3月31日まであると

いうようなことでありましたが、その間の中でまだ募集を設ける予定と

かがあれば、お聞きしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私は余りないと思ったらもう8社がと。中身を踏まえながら、これか

らもっともっとあるかもわかりませんし。今後の方向性は、中身を見な

がら再募集を図っていくことはまた検討していきたいと思います。これ

でやめたというんじゃなしに、効果を見ながら。今度は募集の内容です

ね。そういうものも加味しながらこれから考えていきたいと思いますの

で、御理解をしてもらいたいと思います。この場でもうやめたとかいう

のは避けたいと思います。効果があるんだったらこれを継続していくと
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いうこと、追加募集もあると思いますので、この辺のところはちょっと

時間をもらいたいと思いますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  この利活用事業募集を現在ＩＣＴ利活用の推進に関する事業提案選定

委員会によって審議されるんだと思いますが、その選定基準におきまし

て、選定基準の中には提案内容に将来性があり、市民にとって効果があ

る計画であることという文言が入っています。このこと1つとっても、

このたび総合計画の基本構想が無事通りまして、このたび国によっては

地方創生の基本方針が示されたという中において、このＩＣＴの利活用

の推進ということは将来を見据えたものでないといけないということが

入っております。これをどのように結びつけて実施計画へ落とし込んで

いくかと。重大なものであると思うんですね。重大だからこそ、開示な

しで公表なしで審議されておるとは思うんですが。 

 この中身にとっては、光ファイバー網の設置で安芸高田市全域に光ネ

ットを構築し、それを議会も40億円の投資を認めたわけです。ですから、

議会としてもこのＩＣＴの利活用の着実な遂行を、推移を見守って後押

しもしていかなにゃいけんということが非常に大切な部分だと思ってお

ります。 

 まだまだ継続していくよということでありますが、いつかの時点で公

表できるいい時点では、確実に議会と密に推進のほうへ移行していただ

ければと思いますが、市長はどのようにお考えでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  全く同感でございまして、これは有線のかわりじゃというのは説明で

はみ易いから言ってるわけであって、本来的には企業誘致とかいろんな

ネットを通じた物販とか、利便性につながっていかないといけないので、

この辺の糸口をつかむためにこのたびの調査もやったと理解してもらっ

たらいいと思います。 

 これだけに限らずいろんな企業誘致においても、サテライトオフィス

とかこういうことを考えていくには光が絶対に必要なので、これを最大

限に生かしながら、この有効利用に努めていきたいと。これは大きな来

年度以降の行政課題と思います。これ、光を入れたからもう有線のかわ

りよとか、声が大きくないと困るじゃないかという論議がありますけど

そうじゃなしに、もっともっと大きな安芸高田市の活性化のためにこれ

が要るんだという認識のもと、しっかりとした活用法もこれから考えて

いきたいと思っていますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 今回の調査、民間として何が使えるかというのは一つの糸口であって、

これからこれだけに限らず、行政としてもちゃんとした構築をしていか

ないけんと思っています。よろしくお願いしたいと思います。同感でご

ざいます。 
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○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  市長に同感だと言っていただきましたので、本当にうれしく思います。 

 二元代表制といって友敵関係という言葉もありますが、本当にそうい

った政策には敵にもなるし、また執行していくときには友達となって一

生懸命邁進できる、本当に二元代表制の議会と執行部の二輪が稼働する

ためによろしくお願いしたいと思います。 

 次の質問に移っていきたいと思います。 

 全国的に、自治体が光ファイバー網などを設置している割合は。その

反面、伝送路設備を保有する通信事業者によるネットワーク環境を享受

できている自治体とのギャップをどのようにお考えでしょうか。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの石飛議員の御質問にお答えをいたします。 

 全国のブロードバンドサービスの中で、ＦＴＴＨによるものの割合は、

平成25年3月末で33.4%となっております。 

 ＦＴＴＨは、「ブロードバンド」の中で最も高速で通信でき、当市の

全世帯がＦＴＴＨでインターネットに接続できる環境は非常にすぐれた

方式と言えます。今後は、他の市にはないすぐれた特徴を生かした事業

を進めていくことが必要だと考えております。 

 また議員御指摘のギャップについてでございますが、例えばインター

ネット利用料金の割引制度のサービスにつきましては、通信事業者ごと

に割引制度がある等、条件によって当然サービスが異なることから、あ

じさいネットと他の自治体のネットとを比較して著しい格差はないと考

えておりますけど、今後他の事例を見ながらまた考えていきたいとお思

いますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  私の通告書の質問がちょっとよくなかったのかなと思います。 

 私が問いかけてみたかったのは、本市における光ネットワーク、光フ

ァイバー網などと書いてあるんですが、これは無線ＬＡＮもあります。

光ファイバーと無線ＬＡＮによって、安芸高田市全域をネットワークで

結んでいる状況。こういった状況が日本各地の自治体の中でどのぐらい

あるんだろうかという問いかけをしてみたかったわけなんですが、その

辺、もしおわかりであればお答えできますでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 企画振興部長 武岡隆文君。 

○武岡企画振興部長  お尋ねの点でございますが、ちょっとそういった詳細なデータを持ち

合わせてございません。また調査をさせていただいて、御答弁をさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 
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 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  私がちょっと聞き及んでいるのは、全国的にも自治体に全域光ネット

ワークをやってる自治体は数少ないと。阿蘇市と本市ぐらいじゃないだ

ろうかというように聞いております。ということは、この光ネットワー

クの整備、本当に珍しい特別なインフラ整備をしている自治体。特化し

てるんじゃないだろうかという状況です。 

 本市においてもいろんな自慢できる部分があります。安芸高田の神楽、

郡山、はやし田、国指定も2つあります。そういったものとか、スポー

ツにもレオリックもあるしサンフレッチェもあるという形で、ある種、

本市にも自慢できる部分があるけど、この光ファイバー網と無線ＬＡＮ

を使って自治体全域を広域的に網羅している自治体っていう、そういっ

たすごい売りの部分があると思うんですね。それで市長は企業誘致とい

うことを言われてるんだと思うんです。 

 本当、そういった状況の中、すばらしいネットワークの環境の中、ど

うしても負けているものは、最初の質問である、ネットワークのあじさ

いネットだけの契約が伸びない理由っていうのは、現在、若者は携帯電

話、タブレット、そういった動いても使える携帯電話でサクサクと動画

を見れるよと。データも交換できるよと。しかもそれは大きな通信事業

者によって動かされてると。本市とは無関係なものがたくさんあるとい

う部分があります。 

 市長さんはもうフェイスブックをやってらっしゃるから、そういった

世の中の通信関係、大体御存じだと思います。その辺のギャップがある

のではないだろうかということをどのようにお考えですかという問いか

けをしてみたわけです。よろしければ、もう一度。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  御指摘のとおりなので、若者にとってはインターネットが通じるとか、

今のスマートフォンがうまくいくかという、我々のあじさいネットでこ

れが市民に啓発してるから全部ええというわけにはいかんと思うんです

よ。議員が御指摘のこと、これらが満足しないとアカウントっていうの

は速度が減ってくるんだと思うので、これは引き続き、よそのまちより

か年配とか使いやすいような仕組づくりをしていかないけんと思ってい

ます、これは。 

 先ほど言われましたけど、例えば、ネットの加入率が全国で一番高い

んです、ここは。ただおっしゃるとおり、メーカーがこっちに向いてき

ます。今具体的に検討しよるのは、オムロンあたりが安否確認をやった

らどうかと。ひとり暮らしのおじいさん、おばあさんが見やすい血圧計

をつくったら、このデータが全部入って、健康管理ができるんじゃない

かというようなことも、オムロンさんが私の話を聞いてくれるのは加入

率が多いからですよ。広島県で一番でかいから。モデル的にやるものに

すれば、ここが一番じゃないかということはもらってるんですけど、ま
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だ具体的にそういうことをやっていこうと思ったら、各論とかいろいろ

あるのでなかなかいきませんけど、こういうような話が来るということ

は、議員御指摘のように、うちのさっきの全国に誇って組織率が高いと

いうことです。ただ、それに甘えちゃいけないので、今のインターネッ

トの接続とか、こういうものもしっかりこれから考えていかないけんと

思っています。我々もこの分野、少し無知なので、ちょっと若者に聞き

ながら、もっともっと先の方向性の見える政策展開にしていきたいと思

っています。 

 インターネットにしても、それじゃ市長さん、あなた今のお太助フォ

ンでやるんだけど、災害時、これが有線だからだめになったらどうなる

んですかということもあるんですね。こういうことも全国の事例を考え

ながら、少しでも皆さんにサービスできるような手法というのはこれか

らも大事だと思っていますので、御理解してください。 

 議員さんと私とこれに対する知識が離れておるので、概念的に申しま

したけど、許してもらいたいと思います。こういうことは考えていきた

いと思っています。もっともっと若者にこっちへ向いてもらうようなた

めにはちゃんとしたスマートフォンがうまくいくとか、インターネット

がつながるとか、携帯がどこでも聞こえるとか、こういう話題になって

くると思いますけど、この辺のことはもうちゃんと課題として持ってい

ます。いかにこれをギャップをなくしていくかということでございます

ので、どうかよろしくお願いいたします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  企業のほうが本市の状況を把握してて、実証実験するには最適な場所

だと思っていると情報はありがたい情報だと思います。 

 本当に企業が入って来て定住とか雇用に結びつくのであれば、どんど

ん推し進めるべきだと思いますが、ただ単に本市のネットワークを利用

するだけで、アプリを市の財政で買ってくれと。買ってからそれを利用

してくれというだけでは何にもならない。それじゃＩＣＴの利活用にな

らないと思います。 

 その辺は先ほど謙遜されて、勉強不足な市長だとか、まだまだ勉強不

足な執行部だとかいうオーバー発言がありましたが、そんなことはない

と思います。しっかり吟味されながら、なかなか公開できない部分もた

くさんお持ちだろうと思います。なので、できれば先ほど申しましたよ

うに、公開できる状況が整えば公開していただいて、できる限り議会と

ともにこの将来、10年後先も明るい安芸高田市が続くような、可能性を

秘めた事業になると思います。そういうところを考慮していただきたい

ということをつけ加えまして、次の質問にいきたいと思います。 

 光ファイバーなどに付加価値をつけるインフラ整備を、本市として早

急に対応すべきと考えます。例えば、公衆無線ＬＡＮ・可搬型無線シス

テムの必要性をお伺いいたします。 
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○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの石飛議員の御質問にお答えをいたします。光ファイバー網

を活用した事業として、公衆無線ＬＡＮ等の整備についての御質問であ

ります。 

 公衆無線ＬＡＮは、スマートフォンが急速に普及している現在、とり

わけ外国人観光客の誘客を図る観点から有効な手段であると捉えており

ます。ただし、整備に際しては多額な経費を伴うことから、費用対効果

について調査・検討を行っていきたいと考えています。 

 可搬型無線システムにつきましても、災害発生時にどの程度の効力を

発揮することができるのか、調査・検討してまいりたいと考えておりま

すので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  調査、検討中ということで既に動かれているというように理解します。 

 つけ加えるとしますと、今は若者がそういったモバイビリティを使っ

てるのみならず、仕事としまして、例えば、保険の外交員さんにしても

タブレットを持って契約の勧誘に歩く、あなたの契約は今このとおりで

すから、こういうようにバージョンアップされたらいいですよというよ

うに、もう仕事にも使われている時代です。これは保険以外でも一緒で

す。企業においてもそういったモバイビリティがトレンディになってい

ます。もう必要必需品になってる時代ですね。そういうものの環境とい

うのが、世の中が既にそういう世の中なのに、安芸高田市はまだそこが

できていない。民間に任せてると。民間、普通の携帯会社に任せてると

いうところでエリアが少しずつ拡大していると。その中をずっと本市は

見ている。それは行政のサービスといえば、今本市がやってるのがスタ

ンダードだとは思います。本当にスタンダード。 

 でもこのたびの地方創生の場合は、次元を超えた発想。次元を超えた

発想というのは、本当に民間だ、行政だというわけではない。そして規

制緩和もない。できれば特区だと。そういったものの発想で本市を10年、

20年先、庄原市に負けないよ、三次市に負けないよ、絶対にみんなが住

みたいまちづくりを目指すんだよというものであるならば、そういった

発想も必要だと思います。 

 庄原市さんは、このたびは光ファイバー網はＮＴＴにすると。なぜな

らば、安芸高田市が京セラをとったからと。それを見て逆にＮＴＴだと。

であるならば、本市はＣＢＢＳとＩＲＵ契約で執行しております。でも

バックは京セラというものがある。そういった次元を超えた発想の中で、

本市はどのように生き残っていくかという、本当に地域間競争の時代だ

と思います。 

 そういった中で、ぜひ公衆無線ＬＡＮ、可搬型無線システム。財政が

許されれば、行財政改革、それが基本的なものであって、時代にあった
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そういった国の施策の中で取れる事業があれば、ぜひぜひ取っていただ

きたいと思います。ということで、もし市長のほうで思いがあれば、お

願いしたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  具体的にこういうような施設の答申って言われれば非常にわかりやす

いわけでございます。このことを我々も問題提起、議員さんの質問があ

って認識したようなことでございますので、やっぱりこれは大事な手法

としてしていかないけんと思っております。 

 私のところもタブレット持ってから来る人もおってです。これもう社

会の常識かもわからんと。この常識ができんかったら、若い者は働かん

って言うかもわからん。それは議員の御指摘のとおりなので。こういう

ことを踏まえて、うちもＣＢＢＳとかと連携しながら、どういうことが

できるかというのは考えて、できるものは指示していきたいと思います。 

 またこのことがちゃんとした大きな事業、このたびの地方創生に結び

つくのであれば、議論の展開もしていきたいと思います。貴重な御提言、

ありがとうございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  本当に最近テレビでも、これメーカーばっかり言っておかしいんです

が、富士通がそういったモバイビリティを使ってみかんの実がなってる

やつを電波で無線で飛ばして、それを管理すると。農業もそういった時

代です。使い方次第で、農業にも活性化になる、観光にも活性化になる｡

あらゆる物販業にしても物流にしても何でももうこういった光ネットワ

ークを有効に使います。 

 光ファイバー網という、また、手がたいネットワークを持ってるこの

自治体、本当に特化しているという部分があります。ですから、本当に

いい飛行場があるんだけど、あとは優秀なパイロットとジェット機と、

例えば、ヘリコプター系のオスプレイみたいな、全部着陸して人を落と

して、できれば住んでいただくというような発想をしていただいて、展

開していただければと思います。ちょっと例えが変でしたが、そんなイ

メージかなと私は思っております。ということで、次の質問にいきたい

と思います。 

 若者定住について。最近は、「ワーク・ライフ・バランス」をコンセ

プトにＩＴ起業家が田舎にサテライトオフィスを開設し定住される若者

がおられます。本市において、若者に定住を促進するプレゼンテーショ

ンをどのようにお考えでしょうか。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの議員の御質問にお答えをいたします。 

 若者定住を促進するためのプレゼンテーションにつきましては、現在、
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県が主催で年間3回程度実施しております「定住フェア」に今参加をし

行っております。 

 これは、大都市において移住を考えておられる方を対象に相談にお答

えしたり、本市のＰＲをしたりというものでございます。本年度は、大

阪と東京で一度ずつブース出展してきました。都内では、移住者向けの

勉強会なども行われたり、地方への移住を考えている方向けの雑誌など

も発行されており、そういう機会を活用して積極的なＰＲやプレゼンテ

ーションの実施などについても検討していきたいと思っています。 

 当然その際には、空き家の活用や光ファイバーの整備等による優位性

を前面にＰＲしてまいりたいと考えておるところでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  プレゼンテーションの中には、空き家対策等ということでお答えいた

だきました。 

 ことしの夏、総務企画委員会としまして、徳島のほうへ研修視察をし

ました。美波町というところでサテライトオフィスを開設した若者の中

では、なぜ定住したのかという理由の中に、海がきれいだと。海が好き

だと。サーフィンができる、サーフィンができて自分がＩＴ産業を立ち

上げることができたと。ある種、地域を好きになるものがないとだめな

んですね。「ワークアンドライフバランス」ということは、仕事と人生

ですね。人生の結局は余暇をどがに過ごそうかという部分だと理解して

いいと思います。 

 では、安芸高田市の中に、仕事がまずできることが第1ですね。プラ

ス、その余暇の時間をどのように過ごすかという部分。中山間地域、山

に囲まれた本市において、どういった遊びができるかという提案も一つ

は要るのではないかと。仕事だけしとけというんじゃ、若者は住まない

よというように思いますが、市長はどのようにお考えでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  我々、今までこういうことに対して消極的な、県の「フェア」に参加

するとかお答えしてるわけですけど、安芸高田市の本来の魅力をうたう

ためにはそれじゃ足らんかもわからん。独自のプレゼンテーションが要

るかもわからんと。それとか今度は応援の会を利用して東京にも発信せ

ないけんかとか。「わし、ふるさとに住んでみたいよ」とか、「田舎の

すばらしいところがあるよ」とかいうところをこっちもいいところをＰ

Ｒしていかないと効果が結びついてこんのじゃないかと思っています。 

 議員御指摘のように、うちのお宝とか魅力をしっかりと訴えることに

よって、このライフバランスをいかに考えるかというところにつなげて

いきたいと思います。この回答というのは、非常に消極的な回答なので、

ここでお約束したいのは、市独自でも訴える機会を設けていくんだとい

うような意気込みで、来年度予算編成をしていきたいと思いますので、
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御理解してください。 

 1組でも効果がないと、ここで住んでやろうと。定住の基本的なこと

だと思うんですよね。幸い、うちには神楽とかサンフレッチェ、スポー

ツとか歴史、言えるものはようけあるんだけど、これをうまく表現する

ことが我々ちょっと不足なので、このことをしっかりとまた職員ともど

も、提案していきたいと思いますので、御理解をしてもらいたいと思い

ます。非常に大事なことだと思っております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 石飛慶久君。 

○石 飛 議 員  先日、土師ダムの40周年記念式典ですか、そのときは同僚議員さんも

パネラーとして出席されて、桜守隊という形で発表されました。市長も

いらっしゃいました。本当に土師ダムというのは防災ダムという機能だ

けじゃなくて、川に親しむ、春のシーズンには桜を見て楽しむという、

そういう遊び空間があります。これを若者にどう結びつけるかというの

も一つの大切なことだと思います。アユ釣りも必要だろうし、ヤマメ釣

りも必要かもしれない。ここは海ではないので、山における川の遊び、

または山を登って自然の森林浴をする自然遊歩道の構築も必要かもわか

らん。そういったこともいろいろと考えていらっしゃると思いますが、

そういったものもプレゼンテーションの中に組み込む必要を痛感してお

りますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 ということで、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○藤 井 議 長  以上で石飛慶久君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 3番 久保慶子さん。 

○久 保 議 員  3番、未来創生会の久保慶子でございます。 

 通告に基づき、大枠2点について質問をいたします。 

 まず、元気で地域で暮らして行くために。1つ目は、介護保険対象外、

元気な高齢者の意味です。介護保険対象外の人に対する事業について、

現在、実施されている事業内容と今後の展開について伺います。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの久保議員の御質問にお答えいたします。介護保険対象外の

人に対する事業について、現在実施されている事業内容と今後の展開に

ついてのお尋ねであります。 

 高齢者の生きがいづくり、健康づくりに向け、安芸高田市老人クラブ

連合会及び、公益社団法人 安芸高田市シルバー人材センターへの活動

補助をはじめ、要介護状態になることを予防する介護予防事業を実施し

ているところでございます。 

 介護予防事業は、現在要介護状態、あるいは要支援状態にはないが、

そのおそれがあると思われる高齢者の方々を対象として実施する二次予

防事業と、二次予防事業対象以外の高齢者の方、いわゆる元気な高齢者
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の方を対象として実施する一次予防事業の2種類があり、安芸高田市に

おいてもそれぞれ事業実施を行っているところでございます。 

 まず、元気な高齢者の方を対象に実施します一次予防事業は、「元気

教室」と題して、足腰の筋力を高めるための運動、認知症予防及び、閉

じこもり予防のための介護予防教室を市内の各事業所に委託して実施を

しております。また、ふれあいサロンへの助成及び、介護予防教室等を

実施しております。 

 二次予防事業としては、運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の向

上等を目的に市内の通所介護予防事業所に委託して実施しております。

今後は、「2025年問題」を見据え、高齢者が住みなれた地域で、一日で

も長く、自分らしい暮らしが営めるよう、現在の介護予防事業の事業効

果について検証し、介護予防事業の見直しを行うとともに、新たな事業

展開を進めるよう検討しているところでございます。御理解を賜ります

ようお願いを申し上げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 久保慶子さん。 

○久 保 議 員  合併して10年が経過をいたしました。6町で同じように事業が展開さ

れるように希望しまして、次の質問に移ります。 

 今説明がありましたけれども、こういった事業を小さい単位で実施を

し、その場所に健康増進に役立つトレーニング機器を配置するようなお

考えはありませんでしょうか。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほど御指摘の、今指示していることは、実は私、吉田町長時代にも

う既にやっていたことで、保険制度のないときからやっています。議員

御存じだと思うんですけど。このことはぜひやっていきたいんですよ。 

 ただ6町の足並みがそろわんで、レベルが違うとか吉田の分は指導者

がおるとかおらんとか、銭が違うかなっておるので、このたび6町が実

施できるような仕組みづくりを指示しています。何とかの形で新しい予

算には全体がうまくいくような方向で実施できると思いますので、御理

解してもらいたいと思います。 

 まず最初は社協のマイクロバスが無くなったからやめたとか、レベル

の低い話をしよったんですけど、こんなレベルの低い話はないので、絶

対これからは私が言ってる総ヘルパーとか、健康・医療費の抑制のため

には必要な事業なのでやっていきますので、御理解をしてもらいたいと

思います。 

 2番目の質問でございます。小さい単位で実施をし、その場所に健康

増進のためのトレーニング器具を配置する考えについてのお尋ねでござ

います。 

 先ほどの質問でもお答えしましたように、元気な高齢者の方を対象に

実施いたします一次予防事業は、「元気教室」と題して、足腰の筋力を
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高めるための運動、認知症予防、閉じこもり予防のための介護予防教室

を市内の事業所に委託して地域の集会施設等で実施しております。また、

いきいき介護予防教室を開催し、老人クラブ、サロン等の団体へ運動指

導者を派遣して、椅子を利用した5種目の運動で転倒予防を行う「ころ

げん体操」の普及を進めております。 

 これらの介護予防事業は、椅子やボール、タオル及びゴムバンド等の

身近にあるもの、あるいは安価なものを活用して実施されており、日ご

ろからの習慣として身につけていただくことが必要であると判断してお

ります。現在、トレーニング器具の配置は行っておりませんし、これか

らも配置することは慎重にやっていきたいと思ってますので、御理解を

賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 久保慶子さん。 

○久 保 議 員  トレーニング機器については慎重に対応ということで、この質問を書

いた後にその筋のところから、「1個、2個あったんじゃ効果がない」と

いうようなことも聞きましたので、いろいろ考えてそのような対応をし

ていただけるということで。 

 ただ、トレーニング機器は1カ所に集中していることに効果があると

聞きましたが、そのトレーニング機器については安芸高田市では運動公

園とサッカー公園とプールもですか、というような吉田にしか配置があ

りません。これらを有効的に活用していこうと思えば、お太助だったら

他町から来ていただければ、300円じゃなくて500円って、もしそこらの

工夫もなされれば、もう少し利用ができるかなというのもありますので、

お考えいただく際にはそういうことも考えていただければということを

つけ加えておきたいと思います。 

 3番目に入ります。9月13日、14日に津山市で開催されました中国マス

ターズ陸上に三次市の97歳の方が出場されました。60メートルと100メ

ートルを完走されました。昔とったきねづかで、いろいろスポーツに心

得のある元気な方がその能力を生かして健康づくりができるための仕組

みづくりのお考えはありませんか。また、指導してきた経験を生かすこ

とも考えられると思いますが、いかがお考えでしょうか。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの久保議員の御質問にお答えいたします。 

 昔とったきねづかで、いろいろスポーツに心得のある元気な方が、そ

の能力を生かして健康づくりができるための仕組みを考えるつもりはな

いかと。また、指導してきた経験を生かすことも考えられないかという

お尋ねでございます。 

 高齢社会の本格的な到来により、健康寿命の延伸や寝たきり予防など

が重要な課題になる中、スポーツの振興は、高齢者に限らず、健康や生

きがいづくりの観点から重要性が高まっていると認識をしております。
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高齢者の中には、積極的にスポーツにかかわる人がいらっしゃる一方で、

運動やスポーツを全く行わない、あるいは行えない人もいらっしゃいま

す。今後は、これまで以上に、それぞれの状況や健康状態に応じて体を

楽しく動かすことが大切になると考えております。 

 高齢者の方が、経験を生かして指導をいただいて、やりがいや生きが

いを持っていただくことは、他の高齢者の方にとっても加齢に伴う体力

の衰えをおくらせるとともに、生きる張り合いや目標にもなり、元気な

人生を実現するには必要不可欠であります。あわせて、認知症を予防や

軽減することができ、健康寿命を延ばすことも密接に関連をしておりま

す。 

 市といたしましても、どんな年齢の人にも楽しめる運動・スポーツの

普及・推進と、楽しく体を動かす仕組みづくりを行うよう、高齢者をは

じめとする指導者の発掘と育成に取り組んでまいりたいと思います。 

 こういう高齢者の力を出していくにはどういう仕組みづくりかという

ところから始めていかないとと思っていますので、御理解をしてもらい

たいと思います。これは非常に大切で必要なことと思っています。ただ、

この指たかれ言うてもたいぎいけえいかんとか、報酬がなけりゃいかん

とかいろいろあると思いますけど、そういうことを踏まえながら、安芸

高田市バージョンでこういうことができるような仕組みづくりを検討し

ていきたいと思いますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 久保慶子さん。 

○久 保 議 員  いろいろ力を出したい人もおられると思います。報酬がなければ動か

ない人ばかりでもないと思いますし、そういったことは実績としてやっ

ておられるところもありますので、いいことは真似をすればいいと思い

ますので、それを全く同じじゃなくて、またそれを安芸高田市バージョ

ンにしていけば、医療費の削減という目的もかなうかというふうに思い

ます。私もできるところでは協力をしていきますので、今後に期待を申

し上げます。 

 2点目の職員数の削減に伴う人事配置の適正化について。安芸高田市

は市政10年を超え、その間、行政改革を段階的に進められ、行政経営の

健全化に向けて積極的に取り組んでこられましたことに、まずもって敬

意を表したいと思います。しかしながら、その間の人員の削減による組

織改革は決して従来の行政サービスを維持できるものではないのではな

いかと感じています。 

 そこで1つ目に、組織再編のお考えについてお伺いをいたします。組

織全体を見直し、行政改革が目指す最少の経費で最大の効果を生む組織

改革について、市長の考えをお聞かせください。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの議員の御質問にお答えをいたします。 
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 職員数が減少する中にあって人事配置の適正化を。とりわけ組織再編

の考えについての御質問でございます。 

 合併後の組織につきましては、最大で6部5支所39課あった体制を、平

成26年度で6部5支所21課までに再編、統合してきたところであります。

平成27年度を迎えるにあたって、当面、基本的には、大きな組織再編は

現在のところ考えておりません。 

 ただ、マイナンバー制度の導入や空き家対策、また、空き家や空施設

を活用した地域の活性化対策や、さまざまな分野でＩＣＴを活用した地

方創生の取り組みなど、新たな事務事業や政策に対応していく必要性は

強く感じているところです。 

 また、ふるさと応援の会を縁とする企業誘致の推進なども重要な課題

として受けとめており、これらは必要に応じて、特命担当の管理職を設

置し、また、庁内にプロジェクトチームを設けながら、対応をしてまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 久保慶子さん。 

○久 保 議 員  今までの経過の中から今の課題に対応ということでいろいろ考えてお

られるということで、期待を申し上げます。 

 2番目なんですが、9月にも少しお尋ねをしたところですが、国におい

ても以前から女性の管理職登用についてしきりに叫ばれていますが、具

体的に変化を感じていないところです。新年度、女性の管理職登用への

基本的な考えについてお伺いしたいと思います。いろいろプログラムさ

れていることは十分承知をしております。それを踏まえてお聞きをいた

します。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの久保議員の御質問にお答えをいたします。 

 職員数が減少する中にあって人事配置の適正化を。とりわけ女性の管

理職登用の考え方についての御質問であります。 

 9月の定例会での御質問にもお答えをいたしましたように、安倍内閣

において本年6月に閣議決定された、「経済財政運営と改革の基本方針

2014」及び「日本再興戦略」に含まれる、女性管理職登用の拡大に係る

方針にもとづき、本市においても必要な対応は、重要課題であると認識

をしております。 

 ただ、安倍首相は同時にその内容として、地域や組織の実情に合わせ

た行動計画が必要であるとも発言をされております。まさに本市におい

ては、そうした実情に合わせ、人材を育てるための継続的な取り組みを

実施してきたところであります。 

 一例を挙げますと、広島県自治総合研修センターが行う、女性職員の

みを対象とした「未来づくり女性セミナー」や、滋賀県にあります、全

国市町村国際文化研修所が行う「女性リーダーのためのマネジメント研
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修」など、業務の許す範囲で、積極的に職員を送り出しているところで

あります。また、登用後においても、私を含め幹部職員によるフォロー

の体制も必要であり、精神的な面での細やかな支援も重要と考えており

ます。 

 いずれにしましても、こうした地道な取り組みを継続的に実施してい

くことが、女性管理職登用への道筋になればと考えております。どうか

御理解を賜りますよう、お願いを申し上げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 久保慶子さん。 

○久 保 議 員  9月のときと同じようなプログラムについての説明もしていただきま

した。その言葉、十分に承知をいたしております。そういう中で素質が

備わってきたら登用をしていただけるというふうな理解でよろしいかと

思いますので、しっかりとそれに対応できる職員が出てくることに期待

をいたします。 

 3番目の専門職員の分散化による窓口対応の円滑化は考えられません

でしょうか。 

 現在、保健師を保健医療課に集中して業務を執行されていますが、福

祉保健部では、乳幼児、高齢者、障がい者に分けて執務されております。

それぞれの福祉業務の窓口に保健師を配置し、それぞれの相談窓口を充

実させることはできないでしょうか。 

 既に配置されております社会福祉課への保健師の配属は、そちらでの

相談窓口が充実しているように感じております。いかがお考えでしょう

か。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの久保議員の御質問にお答えをいたします。 

 専門職員を分散化することで窓口対応を円滑に運営できないかとの御

質問であります。 

 専門職員として、具体的には保健師のことを指しておられると思われ

ますが、現在も保健師は、保健医療課の健康推進係に9人を配置し、窓

口での相談業務も含め、生活習慣病予防事業や母子健康診査事業など、

保健師としての専門知識を生かした業務に携わるほか、人事上の配置と

して、高齢者福祉課の高齢者相談支援係に2名、社会福祉課の障害者福

祉係と子育て支援課の児童福祉係を兼務する形で1名の保健師をそれぞ

れ配置をしております。それぞれの分野に応じた適切な対応に、保健師

としての専門知識が活用できるよう配慮しているところでございます。 

 議員御指摘の課題もあると思いますけど、ちょっとそういうことを検

討しながら次の展開を図っていきたいと。現在のままでは議員御指摘の

ように、支障はないと聞いておりますけど、あるかもわからないので、

こういうことの課題はちゃんと整理をさせてもらいたいと思いますので、

御理解をしてもらいたいと思います。 
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○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 久保慶子さん。 

○久 保 議 員  お答えをいただいたんですけど、分けて業務に当たっておられること

も知っておりますが、業務の重なり、人が変わって、ていうようなこと

で少し支障があった旨の御相談をいただいたりということもありました

ので、申し上げましたが、円滑にいってるということであれば、これを

なお推進していただければよかろうかと思います。 

 いずれにしましても、市民がわかりやすい対応を望みまして、私の質

問を終わります。 

○藤 井 議 長  以上で久保慶子さんの質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、順次発言を許します。 

 8番 大下正幸君。 

○大 下 議 員  8番、未来創生会の大下でございます。 

 通告しておりますので、質問をさせていただきます。 

 まず、11月に行われました通学路の安全確保について質問いたします。 

 11月10日と11月21日、三次河川国道事務所、また県西部建設事務所、

安芸高田市の警察署、市の教育委員、市のすぐやる課、危機管理課、各

小学校・中学校の先生方、それにＰＴＡの方々、総勢20名程度。またそ

の危険箇所においては、保護者がその箇所にお願いに来られるという通

学路の合同点検を行いました。それが終わっての、その後の対応と対策

をお聞きいたします。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの大下議員の通学路の安全確保についての御質問にお答えを

いたします。 

 通学路の安全確保につきましては、平成25年12月に発出された国の通

知「通学路の交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な取り組みの推進

について」に基づき、本年7月、国土交通省や広島県建設事務所、また

安芸高田警察署、ＰＴＡ、市の関係部局等を構成員とする「安芸高田市

通学路安全推進会議」を立ち上げ、「通学路交通安全プログラム」を策

定したところでございます。 

 本年度はこのプログラムに基づき、先月11月に安芸高田市内6町で計

29カ所、合同点検を実施いたしました。御質問の点検後における対策の

検討についてでございますが、今月下旬に、「通学路安全推進会議」を

開催し、各道路管理者等によって検討いただきました対策メニューにつ

いて内容を確認し、今後の対応を決定していきたいと考えております。 

 なお、点検を行った箇所の対策につきましては一覧表にまとめ、箇所

図とともに公表することとしておりますので、御理解を賜りますようお

願いを申し上げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 大下正幸君。 
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○大 下 議 員  今、教育長がおっしゃられましたように、6町で29カ所と言われまし

たけど、6町で31カ所だというふうに私は心得ております。 

 まず小学校1年生で入学したときの新入生への交通指導の内容、簡単

でいいですから、どのような交通指導をされておりますか。お伺いしま

す。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長   小学校へ入学した1年生児童への交通指導ということの御質問でござ

いますが、議員御承知のように、現在、市内13の小学校がございますが、

その中には自転車通学を実施している学校もございます。 

 一般的には、入学して一定の期間、これも学校によって多少の違いは

ございます。しかしながら、一定の期間、学校職員がそれぞれの主立っ

た通学路に児童と一緒に下校をしていく。その下校の過程を通しまして、

それぞれの危険箇所等についての通学の仕方等の指導をしながら、入学

した児童への指導を行っております。 

 また、これも議員御承知のように、こんにちでは、地域の方に随分交

通指導、あるいは見守り等でお世話になっておりまして、そういった地

域の皆さん方の協力もいただきながら、学校職員が一緒になって下校の

指導を行っているという状況にございます。 

 また一部、自転車通学をしておる学校につきましては、学校に自転車

を持参させて、入学した児童を対象に正しい自転車の乗り方等の指導を

行いながら、徐々に自転車による通学になれる、そういった形で現在の

ところ対応をしておるところでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 大下正幸君。 

○大 下 議 員  今、自転車通学と言われましたけど、それは中学生のことだと思いま

す。 

 小学生の指導はどのようにされておるか、ちょっとお聞きしたいと思

います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  言葉が足りませんでしたが、自転車通学も小学校でございます。 

 具体的には、川根小学校はもう長年、入学しました1年生から自転車

通学を実施しておりまして、先ほど申しましたように、自転車を学校へ、

これは保護者の協力等をいただきますが、持参をさせ、一定の自転車に

よる正しい乗り方、交通ルール等、指導をしながら、安全な自転車通学

に心がけているということでございます。 

 他の学校につきましては、先ほど申しましたように、学校の職員が、

当然学校になれるまでは、いわゆる下校時間が早うございますので、職

員で分担をしならが、下校を一緒にし、その過程において通学の方法に

ついて、一定期間、指導をしておるということでございます。あわせて、
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これも先ほど申しましたように、安全推進隊の方でありますとか、日常

的に通学にお世話になっている地域の皆様方の御協力もいただいておる

ところでございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 大下正幸君。 

○大 下 議 員  それでは、この前、まず11月10日の安全点検。まず八千代町から始ま

りまして、八千代町の通学路、私も一緒に見させていただきました。国

道のカルバートボックス、実際に道路からかなり低いところにございま

して、本当に暗い状況で、地元の人も暗いから心配でいけんと、夕方帰

るのに。これこそすぐに対応ができるんじゃないかと僕は思うんですが、

そこらの対応もしていただいておるかどうか、お伺いします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 教育次長 叶丸一雅君。 

○叶丸教育次長  ただいまの御質問ですが、根野小学校区にありますカルバートのこと

だと思います。 

 こちらのほうは昨日、この会議の担当者レベルの集まりをさせていた

だきまして、その中で報告をいただいたものの中にあります。そのとき

には、既に消灯の時間を早める措置を講じられたことで現在、報告を受

けているところでございます。以上です。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 再度、答弁を求めます。 

 教育次長 叶丸一雅君。 

○叶丸教育次長  消灯ではなくて、点灯でございます。失礼いたしました。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 大下正幸君。 

○大 下 議 員  そのカルバートボックスについては、早い対応をしていただいておる

ということでございますので、地元の人、保護者の人もひとまず安心じ

ゃないかというふうに思います。 

 もう1件の八千代町、土師ダムから勝田のほうに向けて出る県道です

ね。要するに、ことし、小学校1年生に入ってどうしても横断して歩道

を通らなければいけないという状況で、朝の通行量の多い中、歩道がな

いんですよ。歩道がないところを横断する。それを保護者の人が横断歩

道をつけてほしいということがありました。 

 この横断歩道については、この警察のほうの担当でありますが、警察

のほうの言い分も100メートル、200メートル離れておらんかったらつけ

ませんよと言いますけど、実際、十四、五メートルしか離れてないとこ

ろにも横断歩道が2つある箇所もあるんですよ。子どもが危ない目をし

て渡らなければいけないところに、なぜ横断歩道をつけてくれないのか

なと。そこらを教育委員会としても、やはり警察のほうにお願いもして

いただきたいし、町の担当課の方にもやはり重ねてお願いをしていただ

きたいというふうに思います。なかなかこれ、教育長のほうでは返事が
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できんでしょうから、そこらのほうを重ねて、やはり子どもためです。

将来を担う安芸高田市の宝です。もし、もしものことがあったらという

ことをやっぱり考えていただきたいと。 

 保護者の方は毎朝そこにおられるんですよ。ですから、どうしても危

ないと思われるのも本当ですよ。教育長のお孫さんも通学されておりま

すけど、これも歩道の狭いところを通っておられます。かなり心配では

ないかと思いますけど。 

 続いて、甲田町。甲田町も小田小学校の担当のところ、やはりここが

横断歩道が十四、五メートルのうちに2カ所あるところなんですが、直

線道路約1キロぐらいの真っすぐのところなんですが、家、工場が建っ

て、確かに見えにくいところじゃないかなというふうに思います。そこ

らの配慮は、やはり真っすぐということで、車もかなりスピードを出し

ます。そこがやっぱり保護者の人は心配なところだと思います。これも

重ねて教育委員会のほうから警察のほうにもお願いしていただきたいと

思います。 

 もう1カ所、小田東小学校の担当の校区のところですね。橋を渡る今

の甲田町の下小原から篠原橋が通学路になっております。土手もかなり

狭いし、川も橋も狭いんですよ、にしては交通量が多い。この通学路に

なっていますと看板は立っております。橋の上に歩道はもちろんないで

すよね。保護者の人からは歩道をつけてほしいという声もありますが、

歩道をつけるというのは難しいんじゃないかなと思いますが。 

 この区間、通学路の時間帯を通行どめにできるのかどうか。いろんな

対策の仕方というのはあると思います。それが今までなされていないと

いうことなんですよ。これも1年、2年のことじゃないと思います。保護

者の人もやっぱり心配で、お孫さんがここを通られるんでしょうね。お

ばあさんが来られて、お願いをされるという状況の中なんです。先ほど

も言いましたが、毎日、毎日、保護者の人は見られて、その現場を見ら

れておるんです。やはり早い対応を心がけていただきたいと重ねて申し

上げます。 

 あと美土里、高宮もかなり随分道が広がっておりますけれども、これ

は自転車の通学について。式敷のほうから中学生が自転車で通うのに歩

道が全く途切れたところがあるということでした。これは業者の方に協

力をいただいて幾分かできておるところもありますけれども、この学校

の校長先生のほうからもやっぱり何とかしてほしいという要望もありま

した。 

 あと美土里町。美土里町の下北と中北のバス停、バスの停留所がある

ところが非常に狭いところに立っておるんです。これも保護者のほうか

らありまして、7月14日にバス会社のほうと交渉いたしまして、移動し

て広いところでバスに乗ってくださいという返事をもらっておるんです。

これがまたこのたびの危険箇所の点検ということで、同じ場所が出てき

ておるんですよ。ということは、学校側の徹底がなされていないと。こ
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れは小学校の教頭先生と直接私が話をしました。保護者の方にも徹底し

てくださいよということは言っておるんですけど、結局、徹底されてな

いということなんです。バス会社のほうにも運転士さん全員に広いとこ

ろで乗るという確認をしてくださいということで営業所長には話をして

オーケーをもらいました。 

 これも学校側から相談したら、24年度に教育委員会へ危険箇所として

提出しておりますという答えだったんです。その24年から現在まで先生

方は放っておったんですかと。子どももかなり大きくなります。保護者

の方も随分心配だったと思います。ましてや停留所で道路から下に2メ

ートルの高さですか、落ちたというお話もいただきました。やっぱりこ

れではいけないということで、広いところで待つというバス会社からの

了解もいただきました。そこらの学校側、教育委員会とのつながりとい

うか、そういうのが全くできていないような気がするんですよね。当然、

7月14日には教頭先生とお話をして、バス会社とも了解を得て、次の日

からもう既に広いところでバスに乗るという状況があったわけです。 

 教育長、そこらをどうお考えか、伺います。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  大下議員の御質問にお答えをいたします。 

 先ほど御指摘をいただきましたように、一部、教育委員会事務局と学

校との連携が十分にいっていないということにつきましては、早速詳細

を確認しまして、今後そういうことがないように、再度徹底を図りたい

と思います。 

 その他、先ほどから旧町単位で議員にも安全点検に同席をしていただ

き、いろいろ御指摘をいただきましたが、そのことにつきましては、最

初の答弁で申し上げましたように、今回それぞれ道路管理者を含めた関

係機関合同でプログラムを作成し、これまでややもすると十分でなかっ

た箇所については、どこが担当して対策メニューを立てるか、そういっ

たところがこれまで以上に明確になりましたので、そのことを十分活用

しながら、子どもたちの交通安全の徹底を期していきたいと思います。 

 あわせて、これまでも申しておりますが、私も校長会等を通じて常に

2つの指示というか、お願いをしております。 

 1つは、教育にかかわって児童生徒が命を落とすようなことがあって

はならない。もう1つは、学校施設、これを火事等でなくするというよ

うなことがあってはならないと。この2点については、日常的に校長等

を通じて徹底をしておるつもりでございます。 

 その中で、これもいろいろ御質問をいただく中でお答えをさせていた

だいておりますが、やはり子どもたちに、一方では、ソフト面の指導も

徹底をする必要があるというふうに考えております。要するに、子ども

と言えども、自分の命は小さいときから自分で守れる、そういう習慣と

いいますか、力をつける必要があると思っていますので、引き続いて、
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ハード面の整備とソフト面の指導の充実。先ほど御指摘いただきました

ような教育行政、学校現場との齟齬がないような再度の徹底、確認を図

ってまいりたいと思いますので、御理解を賜りますようお願いを申し上

げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 大下正幸君。 

○大 下 議 員  確かにハード面についてはなかなかすんなりとはいかないと思います

けど、美土里町の小学校が合併したのは平成15年ですかね。そこの初代

校長で今の現在教育長。そのときも今のメロディロードのところの歩道

ですね。これについても要望書は校長先生のときにも多分出されておる

と思います。はや10年過ぎております。全く何の対応もされていない。 

 一口で10年と言いますけど、長いですよ。これを毎日自転車で通う子、

歩いて通う子。自転車で通う中、事故した子が何人かおります。幸いに

歩いて通学する子に事故というのは余り聞いてないですけど、歩道が非

常に狭いんです。ましてや今から特に雪。雪が降って除雪すれば、その

歩道に皆雪がよけられます。そこらもうハード面、ハード面は難しいと

言われるのはわかります。しかしこのまま放っておっていいのかどうか。 

 10年、それ以上前から要望書というのは出ていると思います。それが

全く何もされていないという状況は、教育長、わかりますよね。それを

保護者も気をつかうんですよ。教育長のお孫さんも今あそこを歩いて行

かれております。ぜひともこれはやっぱり行政の担当課のほうにもお願

いせないけんと思いますが、担当部長のお考えを伺えればと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 建設部長 西原裕文君。 

○西原建設部長  御指摘の箇所は吉田邑南線の横田地区の区間のことだろうと思います。

これにつきましては、現状を見てみますと歩道はございますけれども、

非常に幅員が狭いと。それで冬季、特に雪が降ると除雪をすれば、歩道

が全部つぶれてしまうといったような状況であることは十分認識をして

おります。地形的には片側が山で、反対側が河川、本村川ということで

なかなかそこに歩道を整備していくということにつきましては、以前か

ら道路を管理しております西部建設事務所のほうへは要望なりお願いを

しておるわけでございますけれども、なかなか技術的にも難しい面もあ

るんだと思いますけど、引き続いて要望はしてまいります。 

 また、県の道路整備計画のほうも現在23年度から26年度までの4年間

で計画を進めておると。これは1年延長されるということで27年、新し

い計画は28年度からということです。ちょうど今見直しの時期にきてお

るということもありますので、そういった実態を県のほうへ訴えていく

ということで、要望ばっかりになるかもわかりませんけど、そういった

努力を続けてまいりたいと思っておりますので、御理解を賜りたいと思

います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 
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 大下正幸君。 

○大 下 議 員  急に担当課のほうに振りまして申しわけありません。要望というのは

担当課のほうからもしていただきたいと思います。 

 もう1カ所、美土里の吉田邑南線。毎日小学生が歩いて行く中、メロ

ディロードの500メートルぐらい吉田寄り、そこの交差点、そこに毎日

見守りしていただいております方から、どうも横断歩道が欲しいんです

がという話をいただきましたが、県も警察も対応する気が全くありませ

ん。じゃ、そのまま子どもが卒業するまでそこを渡るのか。 

 基本的に道路を横断するときは、小学校の交通指導の中では横断歩道

を渡れという交通指導をされると思います。されないですかね。ちょっ

とそこを教えてください。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  議員の御質問ですが、当然、交通ルールというのは、基本的に各学校

とも指導をしてくれております。確認はしておりませんが、基本的には

道路を横断する場合は横断歩道を渡るようにという指導をしておるもの

と思っております。以上でございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 大下正幸君。 

○大 下 議 員  そうなんですね。やっぱり横断歩道を渡れという指導はされるという

ふうに思います。横断歩道が何でそんなにできんのかなというふうに思

うんですけど。そこらを教育長、また担当課のほうでももう少し要望し

ていただきたいと思います。 

 ましてや、地域創生ということが今うたわれております。若者が地元

に残るために、住みやすい安芸高田市としていかなければいけない中、

幾ら要望しても何もできないと。学校へ通う通学路が非常に危ないとい

ったら、やっぱり若者は帰りませんよ。やはり本気で考えてもらうんだ

ったら、これは長い要望ですよ。何年もかかってる要望。それが全く手

につけられていないということは、非常に不愉快です。 

 毎年、1年生に入る子どもさんがおられるんですよ。場所はそれぞれ

違ってきます。毎年、その通学路、危険箇所というのはふえるかもわか

りません。減るかもわかりませんけど。やはりその対応というのはやは

りしていただかなければ、若者はふえませんよ。そこらでぜひその対応

をしていただきたいと。若者がふえるためにも、市長、そこらを市長か

らもお願いできるかどうかというところを返答願います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この話は美土里町時代から言ってる。それは、道路設置基準に合わん

のです。ただ気持ちはわかりますよ。だから、警察に行くとそれを言わ

れちゃうんですよ。信号つけてと言っても設置基準が合わんと。その基

準を破ってまでつくるといったら相当の覚悟がこっちも要るんですけど、



86 

そこまで議員さんはおっしゃると思うんだけど、日本全体につくった、

広島県でつくった設置基準があるので、それをあえて破ってまでという

のはあるんですけど、住民の声は伝えてはいきますけど、向こうはそれ

を盾にとってくるわけです。 

 もう1つは、県自体にお金がないということです。いわゆる建設業と

いうのは、いわゆる今の特定財源がなくなったところで。本来、美土里

町さんがやるときの半分以下になっちゃってる、半分以下に。この状態

の中で私も言うていかないけんと。議員の御指摘はわかりますので、再

度このことは言うていきますけど、向こうはそれを言ってきます。設置

基準がどうやこうやと。それは1人でも大切にせないけんじゃないかと

いうのもありますよ。あるんだけど、我々そこが一番弱いんですよね。

だからそういうようなところがあることは御理解をしてもらいたいと思

います。 

 だったら通学路を見直すとか、こういうような方法があるんだったら

していかないけんと思うし、県にもそういうような設置基準といっても

なかなか困るところがあるんだということは訴えていきますけど、そこ

は御理解をしてもらいたいと思います。市町を責められても、やっぱり

道路管理者や警察がうんと言ってくれんとできん状況なので、そこは御

理解をしてもらいたいと思います。そういう状況だということは、全体

的な状況を見据えてまいりたいと思います。 

 私、一番のネックなのは県の基準です。これを変えないけん。県会議

員さんらにも言って、この設置基準を変えてくれとか、そこへいかない

けんのです。そうしないとなかなか役人さんらはこっちを見てくれませ

ん。ただこういう要望がありましたので要望はしておきますけど、また

同じことになってできんじゃないかって責められてもそういうことです

ということは御理解してください。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 大下正幸君。 

○大 下 議 員  市長から、基準また法があると言われますけど、先ほどから言ってま

すように、もう10年もずっと前からこのことは言ってきておる中、信号

機をつけと言いよるんじゃなしに、横断歩道なんですよ。横断歩道があ

ったところを消してこっちへ持ってくるということは可能なんですね。

それが全然できてないというところなんですよ。ましてや、先ほど言い

ましたように、十四、五メートルのところに2つあるんですよ。1つは全

く意味しない横断歩道というのも現に。だから、そこらを警察のほうも

言い訳ですよ。何メートル以内だからつけられないと。実際、自分の子

どもさんが本当にそういう危ないところを渡りよったら、それは渡らせ

ませんよ。僕だったら、渡らせませんよ。車で送りますよ。だから、そ

こを本当に保護者は心配されておるということをわかっていただきたい

ということをお願いして、私の質問を終わります。 

○藤 井 議 長  以上で大下正幸君の質問を終わります。 
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 この際、15時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時４２分 休憩 

午後 ３時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○藤 井 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、順次発言を許します。 

 7番 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  7番、会派絆の児玉史則です。 

 通告に基づき、大枠3点の質問をいたします。 

 市長、お疲れでしょうが、最後ですので、よろしく御答弁のほどお願

いします。 

 まず第1点目は、教育行政に関し、市長、教育長の御見解を伺います。 

 地方教育行政の一部を改正する法律が成立し、来年4月から新しい教

育委員会制度が始まります。教育委員会制度を全面的に改め、首長が直

接現在の教育長、教育委員長と一本化した教育長を任命する仕組みとな

り、また首長と教育委員会とで総合教育会議をつくり、そこで自治体に

おける教育について一緒に協議、調整していくことになります。 

 これまでは首長には予算の執行権しか与えられていませんでしたが、

今後は教育目標を首長主導で設定することも可能となります。これまで

の教育行政への首長のかかわり方が大きく変化するわけですが、教育目

標へのかかわり方に関し、どのような認識をお持ちか、市長に御見解を

伺います。 

 また教育長にも同様に、教育行政に関する首長の権限拡大をどのよう

に捉えられておられるか、御見解を伺います。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの児玉議員の御質問にお答えをいたします。 

 御指摘のように、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律」が本年6月20日に公布され、平成27年4月1日から施行

されることとなりました。 

 今回の改正は、教育の政治的中立性、継続性・安定性を確保しつつ、

地方教育行政における責任体制の明確化、迅速な危機管理体制の構築、

地方公共団体の長と教育委員会との連携の強化等、制度の抜本的な改革

を行うものであります。 

 特に、全ての地方公共団体に「総合教育会議」を設置することとなっ

ており、これにより私が公の場で教育政策について議論することが可能

となります。私と教育委員会が協議・調整することにより、両者が教育

政策の方向性を共有し、一致して執行に当たることが可能となります。 

 例えば、平成20年度から実施をいたしました安芸高田市独自の施策で

もあります「学習補助員」は、私が思う子どもたちの学力向上と教育委
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員会の思いが一致した施策であります。成果を上げてきたと思います。

また、行政として行う少子化対策や若者定住対策など、現在進めている

多くの施策や事業も、ある意味、教育へつながるものとして捉えており

ます。 

 いずれにいたしましても、地域住民の意向のより一層の反映と、安芸

高田市における教育の振興に関する施策の総合的な推進を図っていくこ

とが可能となると考えております。 

 当面としましては、私と教育委員会とで設置する総合教育会議という

この役割が非常に大事になってくると思います。この人事面については、

また機会を見ながら徐々に制度改正に合わせていきたいと思いますので、

御理解を賜りたいと思います。 

○藤 井 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長 ただいまの児玉議員の御質問にお答えをいたします。 

 今回の改正は、先ほどの市長の答弁にもありましたが、教育の政治的

中立性、継続性・安定性を確保しつつ、地方教育行政における責任体制

の明確化、迅速な危機管理体制の構築、首長と教育委員会との連携の強

化を図るものであると考えております。 

 また、首長と教育委員会で構成した「総合教育会議」を設置すること

となっており、これにより首長と教育委員会が協議・調整することによ

り、両者が教育政策の方向性を共有し、一致して執行に当たることが可

能となります。議員御承知のとおり、首長は民意を代表する立場である

とともに、教育行政においては、教育委員会の所管事項に関する予算の

編成・執行や条例提案など重要な権限を有しております。したがいまし

て、教育をより実効あるものにするための諸条件の整備や、地域の実情

に応じた教育の振興に関する施策の総合的な推進を図っていくことがこ

れまで以上に可能となると考えております。 

 また、昨今、文化・スポーツをはじめとして生涯学習の一部には、教

育委員会のみならず、自治体全体として横断的な取り組みを必要とする

行政課題が多くなってきておるのも事実でございます。このため、教育

委員会の事務執行責任者といたしましては、浜田市長のリーダーシップ

のもと、連携を密にし、教育事務の執行を円滑に進めてまいりたいと考

えておるところでございます。よろしくお願いを申し上げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  総合教育会議で緊密に連絡、連携を取っていくと御答弁でしたが、こ

の教育行政法の見直しは、平成24年に大阪の橋本市長が教育目標を決め

られずにどうやって予算執行をするのかと、そういう指摘をされて、ダ

ブルスタンダードだと問題提起をされたのが発端でした。 

 例えば、安芸高田市で教育はこうあるべきだという話は選挙で選ばれ

た市長が責任を持って決めていくということが本来あるべき姿ではない
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かというような考え方であろうかと思います。また、教育現場は変化を

恐れる体質がありますから、前に進めるためには、時には政治がリーダ

ーシップを発揮することも必要ではなかろうかということではないかと

思っております。 

 昨日の中国新聞に全国学力テストの公表に関する記事が記載されてお

りましたが、学校別の成績の公表は市長の判断により公表するかしない

かできるわけですが、この公表に対する御感想を市長に伺ってみたいと

思います。また、教育の場で今後のリーダーシップのあり方というのを

一つ、お考えを伺ってみたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私はこのたびの制度が別段変わったものになるとは思っていない。今

までも教育長と連携をとってやってるんですけど、より以上に主張がで

きるような仕組みになったかと思っています。 

 やっぱり教育の現場についてとやかく言うつもりはございませんけど、

教育がまちづくりに占める割合は非常に高いものがございます。ちゃん

としたいろんなこの制度をやっても、最後、教育の問題で若い人が広島

へ住むという課題がいっぱいございますので、これは避けて通れない。 

 私、これが始まる前だったんですけど、教育長にはとにかく学力がよ

そから見て1番になるようにしなさいと言うんですよね。それを受けて

も、今度は県教委のほうの意見とかなんとかが入ってくるのでなかなか

前へいかないこともございますけど、今後はそういうことがもっと施策

として明確になってくるんじゃないかと思っています。 

 学力の発表とか何とかいうのは、基本的には私は公表してもいいと思

うんですけど、これは現場のことを考えて、どがなメリットとか、どが

な悪影響があるのかということを考えながら実施していきたいと思いま

す。大切な課題なので。我々素人から見たら、ちゃんと切磋琢磨、低か

ったら高くしてくださいということを言いたいわけですけど、いろんな

事情もございますので、そこはちょっともう少し実態を見させてもらい

たいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  来年の4月からということですから、今から方向性なりしっかりと御

議論をしていただきたいと思います。今後、教育問題に関しましては、

市長との議論がふえてくるんじゃなかろうかと思います。引き続き、大

きな課題ですので、議論はまた今後、進めさせていただきたいと思いま

す。 

 それでは、次の質問に移ります。これまでも教育予算の増額をお願い

してきたわけですが、まずは平成27年度予算編成に関し、ＩＣＴ英語教

育等、新たな事業内容、予算規模、一般会計総額に占める予算比率等、

現在のお考えを市長に伺います。 
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○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。平成27年度の教育予算につい

ての御質問でございます。 

 現在、国際化、情報化、少子・高齢化など、社会環境が急激に変化す

る中で、市民の多様な期待に応え、時代に即した諸施策を着実に推進し

ていくことが求められております。特に、教育行政においては、学校・

家庭・地域社会の連携を一層強化し、子どもたちへの深い理解に立った、

きめ細かな取り組みを推進していかなければなりません。 

 そうした視点から、平成27年度の教育予算の編成に当たっては、学力

向上の推進にかかわる種々の施策をはじめ、情報化社会に対応すべくこ

の間、検討や先進地視察を行ってまいりました「教育のＩＣＴ化」につ

いての予算化、さらには平成27年度が「学校規模適正化推進計画」の最

終年度となることから、統合について合意形成に至った統合区に係る予

算措置など、現在ヒアリングなどを通じて内容の精査を行っているとこ

ろでございます。 

 なお、予算規模や予算比率等につきましては、現段階で予算が確定し

ておりませんのでここで申し上げることはできませんが、いずれにして

も「子どもは社会の宝」でございますので、特に学校教育予算について

はできる限り確保するよう考えておりますので、御理解をしてもらいた

いと思います。 

 先般もオータムミーティングの中で、とにかくよそから見て平均値じ

ゃなしに、勉強が安芸高田市は数学がいいところにおるよとか、勉強す

るなら広島からこっちに来なできんよとか、こういう体制をつくってく

れと言いました。そのためにお金が要るんだったら、何をさておいてで

もつけるよということを指示をしたところでございます。ただ、その事

業効果のないものにつきましてはできませんので、そこは教育委員会の

ほうも大きな命題でございます。 

 少年自然の家なんかでも合併以来、議論してきたんですけど、これは

国に対して、県に対して非常に効果がないんだったら、私は県に対して

きっぱり断ってくるし、その予算は3,000万円ありますけど、それ全部、

教育へ使って学力向上とか健全育成ができるならそういうこともしたい

と、こういうところまで今踏み切って指示しておるところでございます

ので、御期待をしてもらいたいと思います。 

 ただ、何が何ぼやるというんじゃないですよ。ただこのことがこうい

うふうにつながるというようなプロセスが要るので、そこのことはしっ

かり教育長には求めていますので御理解をしてもらいたいと思います。

決して、教育予算を減らすというのは、どの分野に増してもここだけは

やっていきたいと。ただ、市民の方々が納得できる予算づけをしていき

たいと思っていますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 
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 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  大変勇気づけられる御答弁をいただいたと思います。 

 おっしゃるとおり、若者定住の一番基本の求められるものはまさに教

育と医療と。一番先が教育だと思っていますので、ぜひ今のお気持ちで

予算編成のほうに望んでいただきたいと思います。 

 ちなみに、文部科学省は、平成27年度の科学技術などを除く文教関係

予算で、前年度比8.1％増の4兆4,284億円の概算要求を行っています。

これ、英語教育改革では特に大幅な増額要求を行っております。小学校

3年で英語を教え始めて、中学校で授業を英語を行い、高校では英語で

討論ができるレベルを目指すと。そういうことですから、引き続き、国

のほうも大きな教育予算を組んでくると。ぜひそういった予算が我々の

市町の事業に展開できるようお願いしたいと思います。 

 一方で、また費用の捻出というのは当然、我々も考えなきゃいけない

だろうと思います。この教育予算に向ける財源の確保ですね。こういっ

たところの知恵を出していく必要があるだろうと思うんですが、そこで

1つ提案があります。学校の放課後空き教室の活用ということです。 

 文部科学省、厚生労働省は御承知のとおり、放課後子ども総合プラン

を策定して、厚労省は放課後児童クラブ、文科省は放課後子ども教室を

行ってきましたけども、いずれも使い勝手の悪い部分があって、これら

の事業を一体的に運用するよう求めておりまして、その会場として学校

を活用することを強く求めておるわけです。ことしの8月に文教の先進

地視察で伺った佐賀県の嬉野市では、学校の空き教室を放課後活用して

おられまして、児童クラブや児童館といった施設は廃止され、そこに掛

る経費は学校教育予算に全て回しておられます。 

 教育長、常々、教育予算の少なさを嘆かれるわけですが、国も空き教

室の利用を強く求めておりますし、また、教育予算の増額対策としても

ぜひ早急に同様の取り組みを検討していくべきじゃないかと思うんです

が、教育長のお考えを伺ってみたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの児玉議員の御提案でございますが、基本的には同感な思い

を持っております。 

 現在、御承知いただいておりますように、小学校は学校規模適正化を

推進しておるところでございます。この推進状況、そういったところと

照らし合わせながら、基本的には本市の場合は思ったほど、空き教室が

出ておりません。 

 その一番大きな理由としましては、近年、いわゆる障がいを持ってる

子どもたちの特別支援学級というものが「1名認可」されるようになり

ました。そのことによりまして、市内の小学校におきましても少人数で

も特別支援学級を開設しておる学校がかなり出ておりまして、その学級

に空き教室を現在当てておると。中にはそういう余裕のない学校には、
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かつての給食室あたりを改修して特別支援学級に使用しているというよ

うな状況がございます。 

 ただし、全く空き教室がないということではこれもございませんので、

そのあたりのことを加味しながら、前向きに検討しまして、いずれにし

ても予算の捻出、放課後の子どもたちのより効果的な対応というものに

ついて検討してまいりたいというふうに考えております。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  空き教室があるところはぜひ前向きに御検討をお願いしたいと思いま

す。 

 それでは、次の質問に移ります。ＯＥＣＤが公表した国際教育指導環

境調査によると、参加34カ国の中学校教員の勤務時間は、週38.3時間で

すが、日本は週53.9時間で、平均の1.4倍働いているとの結果が出てお

ります。 

 その内訳は、授業に使った時間が17.7時間で、34カ国の平均は19.3時

間ですから、平均より少ない状況となっていますが、部活動などの課外

授業が7.7時間で、34カ国平均の3倍以上。一般的事務作業も34カ国平均

の約2倍との結果が出ております。また、1クラス当たりの生徒数も34カ

国平均は24人に対し、日本は31人となっております。 

 教育現場における業務は多忙を極めていることは、教育長が常々言わ

れておりますし、またこうしたデータも裏づけておりまして、その対策

は喫緊の課題だと思いますが、その問題解決に向けた取り組みを教育長

に伺います。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの児玉議員の御質問にお答えをいたします。 

 議員御指摘の、学校における教職員の多忙化につきましては、全国的、

全県的な課題として県教育委員会も認識しておりますし、私自身も強く

課題として受けとめておるところでございます。 

 平成23年に、県教育委員会事務局内に「業務改善プロジェクトチー

ム」を立ち上げ、学校の業務改善に向けて組織的な取り組みを進めてい

るところでございます。市内の各学校においては、県教委の作成しまし

た業務改善事例集を参考にしながら、各学校の実態に応じた業務改善の

工夫を行うよう、指示をしておるところでございます。市内小中学校で

取り組んでいます共同事務室におきまして、事務処理の共同化・効率化

を推進しておるところです。 

 事務局におきましても、学校が参画する行事の思い切った廃止や、事

務処理の統一的な簡素化により、少しでも学校現場の負担軽減を図る努

力をしていますが、抜本的な解決には至っていないのが現状でございま

す。 

 今後は、学校間連携のさらなる充実による研修等の効率化、あるいは
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ＩＣＴ導入に伴う教材作成等の負担軽減策や校務支援ソフトの研究等も

検討したいと考えておるところでございます。 

 一方で、学校がいろいろなことを抱え過ぎているという現状もござい

ます。これまでも申し上げているところでございますが、地域に担って

いただくこと、家庭に担当していただくことの整理について、引き続き

地域や保護者の皆さんの理解を得ながら、学校の使命であります子ども

たちに確かな学力をつけていくことで、より信頼される市内の学校づく

りに務めていきたいと考えております。御理解を賜りますよう、お願い

を申し上げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  事務処理作業の効率化、それから学校が抱える課題への解決の取り組

みですね。こういったことを御説明いただいたんですが、ただちょっと

先ほどのデータに基づいて伺いたいのは、一番大事な生徒と向き合う授

業の時間が少ないということ。これは先生方にとっても大変なストレス

がたまるだろうと思うんですが、実際にそのＯＥＣＤのデータ同様、当

市も同様の課題があると考えてよろしいでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  児玉議員の御質問にお答えをいたします。 

 先ほど御指摘いただいた細かいデータというのは持ち合わせておりま

せん。これは、県教委も同様でございますが、いわゆる授業へ向けての

準備、あるいは教材研究というのは、教師個々のいわゆる熱意でありま

すとか、情熱でありますとか、そういうものに基づいて基本的には行わ

れておりますので、このことについて、30分しなければならないとか1

時間はかけなくてはならないというふうなものではありませんので、県

のほうもそこらあたりの具体的なデータは持っていないということでご

ざいます。 

 ただ、議員御指摘のように、平成24年度でいいましたら、168名の教

諭が市内におりましたが、4名が精神疾患による休職ということになっ

ております。25年度がこれは通院も含めまして14名、本年度は11月末段

階で176名のうち15名が休職もしくは通院をしているという状況で、市

内も全国的な傾向同様、そういう精神疾患による職員といいますか、教

諭がふえる傾向にございます。 

 市内でアンケート調査等も昨年度も実施をしておりますが、月平均

100時間を超える時間外勤務をしておる職員も数名いるということが明

確になってまいりました。このあたりは現在学校現場は入校退校記録と

いいまして、学校へ出勤をした時刻、学校を出る時刻というのを毎日記

録するようにしまして、必要に応じて管理職の指導、さらに心配される

者は学校医への相談、そういったことでできるだけ職員の健康管理を図

っていく努力をしておるところでございます。 
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 しかしながら、やはりこれも先ほどありましたように、学校現場の多

忙化というのは、改善するというよりもふえる傾向にあるというのが現

状でございます。ここ数年の市内の特徴でいいますと、1つは子どもた

ちの生徒指導上の課題への対応。それに伴う保護者への対応。もう1つ

は、議員御指摘のありました中学校等でいいますと、部活動への対応と

いうようなことがございます。 

 したがいまして、先ほど申しました、学校本来の一義的な使命であり

ます、いわゆる子どもたちにわかる授業を提供していく授業の準備であ

りますとか、それに向けた教材研究の時間というようなことがどんどん

押しやられているという状況にございます。来年度へ向けて、現在、事

務局、校長会と一緒になって、先ほど少し申しましたが、授業改善に向

けた複数校の連携というような形で、少しでも学校の教職員の負担軽減

に向けた取り組みをより明確な形で来年度実施をしていきたいというふ

うに現在準備を進めているところでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  生々しいお話を聞かせていただいたわけですが、ぜひこの負担を、ど

うやって先生方の負担を取ってあげるかという、これは大きな課題だろ

うと思うんですね。 

 今後もさらに土曜日授業とか、先ほどおっしゃいましたけどＩＣＴ機

器の使い方、あるいは英語教育なんかへの取り組みなど、もっともっと

教職員の方が多忙感を感じられるんじゃないかと思うんですね。 

 基本的にはこの忙しさの解消をしようと思えば、マンパワーといいま

すか、人数をふやさなければ解消されないんだろうと思います。学習補

助員や介護員は確かに配置されておられるわけですが、その方々はあく

まで補助であって、主担当の先生のかわりになられるわけじゃないです

ね。補助員もさることながら、やっぱり非常勤でも1人で授業を受け持

つ方の採用というのは、こういうようなものを考えていく必要があるん

じゃなかろうかと思います。 

 また指導主事が現在、安芸高田市に2名ということをお聞きしておる

んですが、これらも非常に少ないんだろうなと。教育期間、新人教員の

教育実習期間、これＯＥＣＤ22カ国の平均が70日から120日間に対し、

日本はわずかに20日間しか行っておらんということなんかを見ますと、

指導主事が常に各校を回って新人も含めた現場を指導する、そういう体

制がないとなかなか教育レベルも向上していかんのじゃないかと思いま

す。 

 これらマンパワー、費用もかかりますから、市長の担当だとおっしゃ

るかもしれませんけれども、こういったところをどう考えておられるか、

教育長に伺ってみたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 
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 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの児玉議員の御指摘でございますが、現在、先ほど市長も答

弁しましたが、市長のマニフェストとしまして、安芸高田市は学習補助

員の制度というものを位置づけております。 

 これは実施要領を何回か変えてまいりまして、こんにちでは原則的に

教員免許状を有している者というふうに実施要領の改訂をしました。学

習補助員につきましては、例えば40人学級だとしましたら、あるときは

もう機械的に20人、20人に分ける。ある学習内容によれば習熟度別に分

けていくというふうな形で、学習補助員も授業を実施できると。もちろ

ん担任の指示に基づいてできるというふうに改定をしてきておるところ

でございます。しかしながら、これも議員御指摘のような課題というの

は承知をしておるところです。 

 また、指導主事の件でございますが、これも市長、あるいは財政のほ

うには理解をいただいておるところでございますが、今申しましたよう

に、学習補助員等の配置をしていただいておりますので、何とか今の3

名体制で頑張っていこうということで、各学校への指導等に当たってお

るところでございます。もちろん学校数とか児童生徒数に比べましたら、

多少少ないという状況にはございますが、現在のところなんとかそのこ

とで乗り切っているということでございます。 

 1点、先ほど1つ落としておりましたが、こんにち学校が抱える問題と

しまして、議員の皆さん方の御協力もいただきたいと思うんですが、現

在、多忙感の1つの中に、やはり学校がそれぞれの地域に伝わる伝統芸

能の継承活動、あるいはこれは先ほど御指摘ありましたが、中学校にお

ける部活動、あるいは学校によって温度差はありますが、地域行事への

過剰な参加、このあたりがやはり学校教職員の健康を害する1つの、こ

れが全てではありませんが、1つの要因ということになっております。 

 現在、学校規模適正化を進めておりますが、この中でも統合したら伝

統芸能の継承はどうなるのかといったような御意見や質問をいただきま

す。先ほど申しましたように、ぜひこのあたりを学校の一義の使命は、

やはり子どもたちに確かな学力をつけていくことだと。伝統芸能の継承

でありますとか、あるいは地域への行事等への参加というものにつきま

しては、必要以上な要請をしていただかないような、これも来年度少し

これまで以上に本格的なお願いなり取り組みをしていかなければいけな

いというふうに考えております。この点につきましてもどうか御理解を

いただきますよう、お願いを申し上げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  やはり第1はマンパワーの確保だろうと思いますので、ぜひ来年度に

向けてはその辺の要望はしていただきたいと思います。 

 また、今の地域行事が負担になっていること、あるいはクラブ活動で

すね。これが社会体育教育の1つになってしまっているような状況もあ
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りますから、そういった課題はあるんだろうと思います。そういったこ

とは、また次回にちょっと議論をさせていただきたいと思います。ぜひ

マンパワーの問題は、まずそれが一番の解決になるだろうと思いますか

ら、ぜひお願いしたいと思います 

 それでは、次の質問に移ります。2点目は、光ネットワークを活用し

た産業活性化策を市長に伺います。 

 光ネットワークの活用は、ワーキング会議等で研究、協議、調整を進

め、地理的条件に関係なく、販売ができるインターネットショッピング

に取り組む市内商工業者の支援、または消費者の安心を確保する上で動

画による生産現場の見える化などを想定している。光ネットワークを活

用し、若者定住に向けた職場の確保は最重要事項と認識し取り組んでい

くとの御答弁があったわけですが、それ以降の具体的取り組み内容、及

びその効果を市長に伺います。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの児玉議員の御質問にお答えをいたします。 

 若者定住に向け、光ネットを活用した職場の確保が重要ではないのか、

また具体的な取り組み内容及びその成果については、という御質問であ

ります。 

 御承知のとおり、安芸高田市の光ネットは中国ブロードバンドサービ

スがプロバイダーとなっており、「あじさいネット」の名称で運営を行

っております。 

 議員御指摘のとおり、光ネットを活用した職場の確保については重要

と考えております。安芸高田市内の事業所に対しても、商工会・工業会

の会議等を通じて勧誘を行い、また戸別事業所の訪問等でも加入勧誘を

行ったところでございます。その結果、平成26年11月末現在で300事業

所の加入をいただいております。 

 また、企業誘致を通じた職場の確保については、ふるさと応援の会関

東支部において、先般、役員の方等に対し、光ネットを活用したサテラ

イトオフィスの誘致をお願いしてまいったところでございます。インタ

ーネット上において野菜等の生産管理システムを構築された市民の方が

あると聞いておりますが、これも光ネットが敷設された効果の一つでは

ないかと考えております。 

 また、インターネットショップを新規開設または機能拡大を考えてお

られる方等につきましては、3年間の事業予定ではございますが、イン

ターネットショップ等開設支援事業補助金の制度を今年度において制定

したところでございます。今年度は一事業者の申請があり、成果報告は

まだいただいておりませんが、ネットショップの売り上げが上昇してき

ていると聞き及んでおります。 

 今後とも、光ネットを活用した企業誘致等による職場の確保等に取り

組んでまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りますようお願い
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を申し上げます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  野菜のネット販売とおっしゃっていただいたんですが、私が知ってる

だけでも起業・業を起された方が2名お見えになるんですが、1名は今お

っしゃったように、小規模農家約20軒でつくられた多品種少量の野菜を

ネットを使って販売されておると。これ11月に法人化されておるんです

が。これ今から安芸高田市6町に広げていけんかなというような構想を

持たれてやられております。 

 もう1人は設計事務所、これやはり光を活用して、ことしの7月にオー

プンされまして、市外から3名の方が安芸高田市に引っ越されてきてお

る。2名の方が通勤で市外から通われておられるわけです。この方も多

分市長は御存じだと思うんですが、一番苦労されているのが、当初起業

をされようと思ったときの事務所や作業場所の確保ですね。初めてやら

れるわけですから、そういったところで大変な御苦労をされております。

本来であれば、他の市町の光のあるところで、しかもそういったところ

を手厚くサポートしてくれるところに行かれるのが普通だろうと思うん

ですが、やはり地元出身の方ですから、何とか安芸高田市で起業したい

ということで頑張っておられるんです。 

 起業するときには初期投資をとにかくいかに抑えるかが最大の課題で

すが、それとともに従業員の住まいを確保したりとかクリアしなければ

ならない条件がたくさんあるんですが、残念ながら、当市の窓口に相談

に来られたんだそうですが、非常にお寒い状況で、何ら支援の手も全く

感じることができないようなことで、結局自分1人で一生懸命御苦労さ

れておると。そういう現実があるわけですね。少し先ほど説明された市

長との認識がちょっと違うかもしれませんが、起業家の方、いわゆる会

社を起こそうとされる方、これ初期って、後は大きくなるかもしれませ

んが、最初の種まき段階での支援っていうのは、先ほどおっしゃったこ

ととどうも現実の認識がずれてるような気がするんですが、御感想があ

れば伺ってみたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ちょっと申しわけないのが、制度化してからというのはまだやってい

ないと思うんですね。課題とすれば、空き家を使ってくれとか。東京で

も言ってるんですよ、「サテライトオフィスしたら事務所はどうなるん

か」とか、「いや、ようけあいてますよ」と。「ここ使ってくれ」とか。

口では言えるんですけど、具体的なことを今までやったことがないので、

こういうことの施策の展開をしていかないと助けにならんと思います。 

 ただいまやっているのは、住宅についてはわずかな支援をしましょう

とか、こういうわずかなことですけど、今度は定住を踏まえたそういっ

た仕組みづくりをしていかないけんと思っています。 
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 しっかり話をすればうちの方向性だけは聞いてもらえるんだけど、こ

れがどの程度、支援できるのかと。ようやく安芸高田市の空き家を把握

したばっかりなんですよ。よそのまちはまだ把握していませんよ。だか

ら、これがどういうふうに使えるんかとか、目的によって使えるかとか、

もっともっと広いところが要るんかとか、支所もあいてるよとか学校も

空きますよとか、こういう幅広い見地からしてあげたいと思います。そ

れで、初期投資を楽にされて、ちゃんと健全なる企業に成長してもらい

たいとこういう提案でございますので、御理解をしてもらいたいと思い

ます。ちょっと泥棒を見て縄をなうっていう感じじゃないんだけど、こ

れも早目にやっていかないけんのですけど、そういうことをしっかり考

えていきたいと。 

 それから、特典ですよね。今企業誘致したら、一応税制の特典とか、

こういうこともできるだけ考えていってあげたいと思ってるんですよね。

ただ具体的にこういう議論を我々市役所の中でしていかないけんので、

これ始めたばっかりだと思ってもらいたいと思います。このことが今後、

午前中の話で出ましたけど、地方創生の話とつながってくればちょっと

おもしろいような気がするけど、模索状態でございます。御理解を賜り

たいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  若者定住の1丁目1番地がここにあるんだろうと思いますが、ぜひ行政

マインドをしっかりと皆さん本気でやられるような方向で、先ほどもお

っしゃっていただきましたが、初期段階の支援ということでそこらをし

っかりとお世話するシステム、そういうシステムをぜひ早急に確立して

いただきたいなと思います。もう本当に比べられたら逃げて行かれる状

態ですので、ぜひとどまっていただくためにもスピードが大事であると

いうことをお願いしておきたいと思います。 

 次の質問に移ります。3点目は道の駅構想に関し、市長にお考えを伺

います。 

 平成24年11月に第1回検討委員会が開催され、現在約2年が経過してお

ります。これまで調査費4,000万円を予算化されていますが、初期投資

額、ランニングコスト、及び投資効果に関し、現在の調査結果を伺いま

す。 

○藤 井 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの議員の道の駅構想についての御質問にお答えをいたします。 

 道の駅の整備につきましては、平成24年11月に、第1回目の『安芸高

田「道の駅」検討会』を開催いたし、平成25年3月までに計3回開催して

おります。この検討会において、「整備コンセプト」を決定し、道の駅

の基本計画を策定しておるところでございます。 

 平成25年5月に国土交通省において事業採択されたところですが、今
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年11月に道の駅の「第2ステージ」として、道の駅を拠点として地域活

性化がより図られる「個性ある取り組みへの重点支援」を各省庁と連携

して行っていくこととなりました。 

 このことで皆さんに御迷惑をかけたわけですけど、このことによって

1年間ちょっとおくれたということを御理解してください。決して皆さ

ん方への情報をおくらせたわけじゃなしに、第2ステージということで、

これで地方整備局と三次工事で一貫となったスタートができたというこ

とでございます。このことはこれからの道の駅の第2ステージにおいて

考えるメニューも幅ができてきたということで御理解をしてもらいたい

と思います。 

 「整備コンセプト」や「地方創生という国の動向」を踏まえ、この新

しい「道の駅」には、農業振興に資するために、市内で収穫された野菜

などを販売する「産直市」や、地元野菜を中心とした料理を提供する

「レストラン」、また、観光振興に資するために、安芸高田市内の観光

情報や地域の行事などを発信する「観光情報コーナー」、道路利用者の

休憩のために国土交通省の御協力のもと、幅広で前進駐車・前進発車が

可能なノーバック駐車場やトイレ、道路交通情報などの各種施設整備を

行うものでございます。 

 また、先般の広島災害のように、安芸高田市やその周辺において広域

で甚大な被害が発生した場合には、一時的な避難場所の機能のほか、復

旧作業等のために全国から集まる自衛隊や警察消防部隊等の集結拠点や

前線基地として活用されることも想定して計画しているところでござい

ます。 

 これらを踏まえ、駐車場やトイレの整備を担当する国土交通省をはじ

め各関係機関と協議調整を行い、それまでより区域を広げた計画案を作

成し、平成25年12月26日に第1回目の「道の駅（仮称）あきたかた基本

設計検討委員会」を開催いたし、先月までに合計3回、道の駅の整備区

域・形状、導入する機能や管理運営手法について検討を行っているもの

でございます。これまでに、この検討委員会において道の駅の整備区

域・形状が決定をしたところでございます。平成27年1月に地元説明会

を開催することとし、地元地権者の同意を得た上で、国と一体となり用

地測量・建物調査を行い、用地交渉や建物等の補償交渉を行ってまいり

たいと思っております。 

 並行して、この「道の駅」を円滑に運営し、整備効果の実現に最も左

右する部分である管理運営者を早急に決定し、管理運営者と協議を重ね

ながら、必要な施設及び建物の規模、並びに運営計画などを検討してま

いりたいと思っております。 

 御質問にありました「初期投資額」、「ランニングコスト」、「投資

効果」につきましては、土地評価や補償する建築物の調査がこれからの

作業であることや、前述のように詳細な運営計画や施設規模などが固ま

っていない状況なので、詳細に御説明できる段階ではございませんので
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御了承いただきたいと思います。 

 ただ、道の駅のうち市が整備する部分の概算事業費として、土地代や

造成・建築費用の総額を約9億4,500万円と試算しているところでござい

ます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  目的というか、定性的な御説明はいただいたんですが、定量的なもの

はまだ把握できておらんということです。 

 まず最初に伺いたいのは、初期投資額ですが、実施計画における平成

24年度から28年度の道の駅の事業費の計画は5億1,800万円でした。平成

25年12月の総務企画常任委員会で新市建設計画の変更の議案を説明され

たときには、事業費の予定は6億5,000万円。本年9月の産業建設常任委

員会での説明及び今日の御説明では9億4,500万円と、説明を聞くたびに

金額が拡大しているわけですね。この辺の事業費の拡大がどうしてでて

きておるのか、御説明をまずしていただきたいと思います。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 建設部長 西原裕文君。 

○西原建設部長  ただいまの概算事業費が変遷しておるということの御質問でございま

す。 

 主には、総合計画による概算事業費でございますけれども、この総合

計画につきましては、ローリングによって見直しをするということで、

どうしても数字に変更が出てくるということになるわけでございますが、

今回の道の駅の計画をするに当たりまして大きく分けて2つのパターン

によって見直しが行われてきておると。2回にわたって見直しをしてお

るという状況でございます。 

 まず平成24年度に計画の検討を始め、検討会等を通じて検討した結果、

現在、ふれあい高田産直市がございますけれども、その部分については

改修をしていくということで、その産直市は現在地に配置した状態でそ

の産直市の奥側に並列的に地域振興施設とかトイレ等を設置して、駐車

場も一部ノーバック駐車で計画をさせてもらいましたところ、そのとき

の敷地内の面積が約1万1,800平米程度だったんですけど、計画の概算事

業費が先ほど言われた6億5,000万円。その前の24年から28年については

5億1,800万、それも見直しによってこれになったということだと思いま

す。それから、引き続いて、その基本計画（案）で国土交通省のほうへ

翌年度、25年度に向けて要望したんですけど、そうしましたところ、平

成25年5月、25年度当初の国の予算が成立して事業化となったという経

緯でございます。25年度もいろいろ計画の検討をしていく中で、産直市

が現状ではちょっと狭いということもありまして、バックヤードも十分

ではないということでバックヤードも必要だということで、されとて産

直市を動かして休むというわけにいかないので、営業を休むことなく継

続して運営していくためには、新たに地域振興施設を設置していく予定
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でございますが、その中へ産直市の移転をしていくという配置計画に変

更させていただきました。 

 そして、国交省のほうへ要望する中で、国交省のほうとの調整にも時

間を非常に要したわけでございますけれども、駐車場を全面にノーバッ

ク駐車をしていくと。斜め駐車によるノーバック駐車をしていくという

ことに見直しをしていただいて、さらに防災施設場の用地の確保によっ

て、いわゆる建築面積とか駐車場の面積、あるいは防災施設の面積が従

前よりかなり増加をいたしまして、敷地内の面積が約1万1,800平米から

3,000平米余りふえて1万5,000平米と。平成24年度の計画より増加をし

たということで、それに対する概算の事業費が9億4,500万円というふう

に試算をされたということが今の事業費のうちの内情でございます。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  事業がどんどん大きくなって、エリアを広げたというお話ですが、ど

うも予算を獲得するために不必要なまでに事業規模を膨らませているよ

うにも見えるわけです。 

 結局、公共事業と称して使えるだけお金を使えということのように見

えてしまうんですが、国や県から補助金が何とかこれだけいただけそう

だというところからスタートしているんじゃないかと、そういう気が何

となくするんですが、いかがでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、最初は第1ステージの話なんですね。いわゆる

高野とか同じなんだけど、我々がこれからしようとするのは、第2ステ

ージ、防災機能を持たないけんと。広島市にも協力してもらわないけん

と。そうしないとお客が来ないから。それから女性に優しい駐車場をつ

くることによって女性の方々が来るとか。トイレをきれいにすることに

よって引きつけようかとか。こういう客寄せの事業が要るということな

んですよ。 

 ただ、費用が多くなったといっても防災的にやれば、普通の道の駅の

1.5倍ぐらいの面積になるわけですけど、そこは今後、例えば広島の震

災とかの話をするときに、例えば来られたら全部下には下水管が入って

るとか、水道管が入ってるというキャッチフレーズにもなりますね。こ

ういうようなことをするためにそういうことをしたと。 

 今は国のエリアとうちのエリアの案分を大体どこだろうかというのが

このたび決まってきたから、いわゆる具体的な作業に入ったということ

を説明しているわけです。この広いことがうちはただ損というんじゃな

しに、このことが逆に客寄せにつながってちゃんと次の新しい道の駅に

なっていくということで御理解をしてもらいたいと思います。 

 最初はそのステージをなかなか国の理解も得られなかったんですけど、

先般、８月頃だったかな、署長が第2ステージになりましたと。いわゆ
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る皆さん方にはそのことでおくれたわけですね。私の頭の中には第2ス

テージがあったわけですけど、実際担当の職員、地方整備局のほうはま

だ第1ステージの話だったということなんですよ。ちょっとわかりにく

いかもわかりません。 

 ただ国も道路局と今の政策局というのがあって、なかなかなじめず、

うまくいかんかったというのは確かです。大体一本化されてこういう方

向にいこうということになったということでございます。ただ、このこ

とがちゃんと今までの道の駅と違って客寄せにもなってくるし、広島市

もちゃんと認識して協力も願うようになると。こういうように持ってい

けば安いもんじゃないかと思っています。こういうことに持っていこう

としているわけです。 

 ただ、今まで店のレイアウトとかそういうものについて担当が今国交

省がやるので、用地とかレイアウトばっかりだったんですけど、これか

らはソフト的にここに何を持って来たらいいかとか。例えば、レストラ

ンだったら無農薬のレストランがええとか、いろんな魚屋ができるとか

いうような、これから大きな問題が相当にあるので、これをこれから詰

めていかないけんということでございます。 

 どっちにしても指定管理者を探してこないけんと。そのときに、私と

の交渉はここへ人が来るじゃろうかということが第1歩です。話をする

ときに。来んかったら、高野みたいに行政がみなやるようになる。ただ、

客が来ると相手に思ってもらったら、私の持ち分は少なくなるというこ

とです。 

 今はいいあんばいにノーバックの駐車場だったら女性が停まるじゃな

いかと。広島市の防災拠点にしたら広島市もここへ指示してくれるじゃ

ないかとか。トイレもちゃんと高野みたいにじゃなしに、ちゃんとした、

ようけい来られてもできるじゃないかと。こういうようなところをしっ

かり主張していきたいと思っているんですね。相手が農協になるかもわ

かりませんけど、そういうところの段階でございます。 

 今大体、国土交通省と我々ソフト分野を運営するほうが、どこまでが

お宅で、どこまでがという線引きが今決まったということです。だから、

しっかりしたものが見せられなかったと。今後は、後をどうしていかに

変わっていくかとか、どういう建物を立てて、どうしたら客が来るかと

か、費用対効果もあります。これは今度経営上の話なので、うちが考え

るんじゃなしに、ちゃんと商売人も中に入れながらそういうメリットあ

るものにしていかないけんというのがございます。ここはちょっと見え

んからちょっと説明ができんと思いますけど、私の方向じゃこういうこ

とです。 

 私はここで駐車場を広くして、女性の駐車場、トイレ等を三越よりか

きれいにすることが安芸高田市の金を出さんで済むと思ってるんですよ。

それは絶対どこのまちにも聞いてしてください。全部それが見えんかっ

たら、皆行政にやれ、布野も高野っもみなそうやってますよ。いっぱい
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投資して、それ足元見られてくる。これからの行政はやっぱり向こうも

行政と成り立つようなことを見せないといけんと。百万一心とか、三矢

の訓じゃなかなか理解してくれんから、実際的に誰が見てもここなら商

売が成り立つと思ってもらえる仕組みを今つくりよるということです。

この話は。このことが結果的に安芸高田市の財政を持っていかんことで

済むんだということでございます。 

 これだけじゃないですよ。さっき言ったような、午前中にあるような

ことにして産地化とか、農業を今までつくりよったやつを産地化に持っ

ていくとか、こういうことに持って来ることが大事なことなんですけど、

基本的にはそこがあるということです。ただ、そのことをしっかり固め

た上で、今度はその企業者との話し合いをこれからしていかないけんと、

農協を含めた。ということで御理解をしてもらいたいと思います。 

 何にも駐車場も止まらりゃせんようなところっていったら今度は値段

が下がるんです。うちが高く出さないけなくなる。こういうようなこと

をちゃんと考えてもらいたいと思います。今までの行政でやっていない

取り組みをしているんです。安芸高田市は。こういうことで評価をして

もらいたいと思います。非常にレベルの高い行政をやっています。 

 この間、赤名とか三次が来たらたまげておった、このことを聞いて。

我々は先を見込んで、活気を見たときに「おお、ここでやったらもうか

る」と思ってもらわんとなかなか交渉にいかないということです。お互

いにやってもらう以上、もうけてもらわないけんのだから。そこへ挑戦

してるんじゃということで御理解をしてもらいたいと思います。 

 ただ、国とか県がおってなかなかこの言う通りにならんかもわかりま

せん。今広島市とその広島市の防災拠点にしてくれということを非常に

お願いしています。これは金出してもらわんでも、広島市の防災拠点に

なることが、安佐北、安佐南の人がここに寄るということになります。

こういうことでやっているので、皆さんも御理解をしてもらいたいと思

います。ちょっとよその道の駅とは違うということなので、よろしくお

願いします。 

 このことは、いつか皆さんに言いたかったんだけど、なかなか言えん

かったということで、今堂々と8月に三次の署長が来てから、市長、第2

ステージに入ったからということを言ってもらいましたので、ただ1年

ちょっとおくれました。それで皆さんに御迷惑をかけました。何で話を

せんのじゃそうかとか、話をしよると今度は地建がはぶてちゃいけんと

思ったからなかなかできんかったんですけど、こらえてください。いま

一応、そういう方向で動いているので、よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  簡潔にお願いします。 

○浜 田 市 長  これがこのようになるか、ならないかというのはあるんですよ。今、

努力しよるだけであってから。ただ、私が言うた方向にほぼ80％、90％

は大体向いてきてくれています。ノーバックの駐車場にしても。 

 国も今までやっていなかったことをやるわけですから、非常に慎重に
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いってます。御理解をしてもらいたいと思います。職員は、担当が困っ

てるんですよ、だから。よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  初期投資額もふえていった中身、もう少し具体的に聞いていかないと

わからないんですが、時間がありませんから、また別のところで伺うと

して。 

 今市長が御説明いただいたように、いろいろな機能を持たせていると

いうことですが、近ごろの新聞に地方を消滅させてはいけないとか、あ

るいは魅力あるまちをつくりなさいと。いわゆるばらまきというか、そ

ういうようなお金がまた出そうな状況がこれは見えるわけですね。 

 先ほどは防災施設が大きな柱だとおっしゃっていただきましたが、当

初からは地域活性化のための施設で産業振興を目的としているという御

答弁があったわけです。成長時代には、こういった税金をぶち込んで、

それは施設開発を行えば、ある程度成功と言われておったんでしょうが、

社会が縮小していく、需要全体が縮まっておるわけですね。需要が縮ま

っておる中で、単に公共が投資をしたからといって、先ほど民間という

話がありましたけど、民間がついてくるわけではないだろうと思うんで

す。 

 公共っていのは、あくまでもつくることが目的ですが、民間はもうけ

ることが目的になりますから、もうかるという確証がないと、そりゃも

うからない事業には、公共が何ぼ率先してやっても誰もついてこない。

そうすると、先ほどおっしゃるように、指定管理ということが出てくる

ようになるわけですね。指定管理という名の補助金が毎年出ていく。あ

るいは建物のライフサイクルコスト、これ大体総工費の4倍から5倍かか

ると言われておるんですが、これらを市が負担していくことになります。

今、湯治村、湯の森、サイクリングターミナルなんかもありますけど、

これが今度は第4の施設としてこういうものができてくると、そう理解

をしてよろしいでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私はそうならんようにしていきたいと思っています。だから、例えば

うちが施設をつくっても中を全部みるんじゃなしに、家賃をもらうよう

に今指導しています。ただ、おっしゃるように、民間の方々がちゃんと

ここは魅力あるよと言うてくれるのが前提になってくるので、そこのと

ころのお話ができるかどうかです。 

 だから、さっきレベルの高いと言ったのは、今までつくった行政とい

うんじゃなしに、自立経営ができるようなものにしていきたいと思って

います。民間と話をするにしても、ちゃんとこれもうかるよ思う前提が

ないと話に乗ってくれません。農協にお金を出しなさいといっても、農

協とＧＯ55作戦できるよと言うてくれないけんと。 
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 専門家に聞いたら、この54号線の交通量だったら、今の3億は皆さん

の努力では10億円にはなりますよということもいただいております。こ

れは専門家の想定でよくわかりませんけど、こういうことを踏まえなが

ら、私はこれ施設でもうけなくても地域の雇用の場とか活性化の場がで

きれば正解だと思っています。ただ、これが第2の昔つくった分の施設

の二の舞にならんようなことはしっかり考えていきたいと思っています。

その辺のチェックは十分かけてもらいたいと思います。私は基本的には、

そうならんように指示しています。全部、行政がつくって貸すんじゃな

しに、空間を貸すから家賃を頂戴とかいうようなことです。 

 こういうようなことを今やっているんですけど、ただ今までこういう

こを自治体が少ないのでハードルがありますけど、私はそういうような

指示をしているということです。結局、皆さん方の負担にならんように、

地域活性につながったということにしたいと思っています。だから、皆

さんの心配は私の心配でもあって、やっぱり考えてるわけですから、御

理解をしてもらいたいと思います。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  いわゆるローンがふえないかという心配をするわけですね。 

 団塊の世代が後期高齢に入られる2025年問題というのをこれ我々も抱

えておるわけです。医療、福祉関係の必要予算の確保、これからが大変

重要な時期になりますから、ある意味、指定管理っていうのはランニン

グコストですが、これはローンと見たらいいんだろうと思うんですよ、

毎年の。このローンは当然削減していかないけませんし、また新たなロ

ーンを組むとなると、これはやっぱり慎重に吟味しなきゃならん。 

 またそういうことで、公共が最も優先してやらなければならない教育

や福祉のサービスにお金が回らなんようになると。そういうことがあっ

てはならんわけですから、施設を維持するだけのために税金を投入して

おると、結局利便性の高い都市へ若者が流出してしまうとそういう懸念

を持っているわけですね。 

 今補助金に依存しないまちづくりっていうのが各地で行われておりま

して、その中でも岩手県の紫波町、「オガールプロジェクト」というの

が、これ有名なんですが、「オガール」のガールっていうのはフランス

語で「駅」という名前ですけど、これがいわゆる民間の使い方がこれま

でと違って来ておるんですよ。これは補助金に頼らない、公民連携の施

設建設を行うんですが、国や県や市が出資するわけです。出資をすると、

それが呼び水に乗ったなって民間が出資をしてくれると。ここで民間に

運営を任せていくという手法です。 

 こういった民間の活力の活用というのは市長常々言われるんですが、

新たな民間の活力の取り入れ方、こういうこともちょっといろいろなと

ころを調べて考えてみる必要があるんじゃないでしょうか。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  当然、考えていきたいと思います。だから、これに私は思ってるんで

すけど、それじゃやめるんがいいのかということです、これね。これ市

の活性化のため、もうおたくら権限あるから、「市長、これ道の駅や

め」って議決されれば、それはやめますよ。ただ、これにかわるものは

ないよと今言ってるわけです。 

 ただ、そのためには、費用対効果とかそういう着実なものをしていか

ないけんと。ただ補助金があるからやれということじゃないです。この

ことをやることによって、安芸高田市の農業振興とか観光振興がうまく

いくよというプロセスが大事だと思っています。 

 私の判断は、これはほぼそういうことを満足してるんじゃないかと。

市民の方にも理解してもらえるんじゃないかと思っています。帰ってか

ら皆さん、仲間に聞いてみてください。皆、反対とかって言うんだった

ら、もうできません、これ。だけど多くの方々は何か市の活性化のため

につくってくれとか。それで昔やったように補助金の関数で補助金がな

くなったら借金だけが残ったじゃ困るので、その辺を慎重にプロセスを

書いていきたいと思っています。 

 だから、そのためにはみんながこの業務に携わる人もやってみたいと

いう気持ちになるようなものをつくっていかないけんということで、さ

っきのようなノーバックとかトイレのことを言ってるわけであって、広

島市の協力を言ってるわけです。ここのところを私も私なりに努力して

いますけど、皆さんも御提案があったらしっかりと。このことが安芸高

田市のさらに教育とか福祉を圧迫するんだったら困りますけど、私はそ

ういうことないと、ないようにしなくちゃいけんと思っていますので、

御理解してください。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉史則君。 

○児 玉 議 員  今、市長がまさにおっしゃるとおり、やるかやらないかですね。ある

いはどれぐらいの規模でやるかと。今からそういう判断をしていかない

かんのですが。 

 例えば、何かを欲しいと思ったときに、あるいは何かを買おうと思っ

たときに、頭金を親が出してくれると。後のローンは子どもが負えよ、

私が負えよと。頭金は親が出してやろうと。でも金額が決まらんのに、

その契約を結ぶかといったら、恐らくそれは結ばんのだろうと思うんで

すね。あるいはどれぐらいのローンを負うか、頭金があって初めて負担

が決まって、毎月どれぐらい負うんかと。そういう話があって、初めて

契約の話が頭の中に出てくるんだろうと思います。 

 客観的でやっぱり論理的な説明があって、初めてそのときに判断する

必要があるんじゃないかと。投資効果、真っ先に伺いましたけども、投

資効果、初期投資額、毎年のランニングコストが明確になった時点で、

市民の皆さんにお知らせし、判断する手順が必要なんじゃないかと思い
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ますが、市長にお尋ねして、最後の質問といたします。 

○藤 井 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  できるだけ早い時期にそういうものを出して、市民の御理解を得たい

と思っています。 

 市民の方々も「はよ、せえ」とか言う方もおられるんですけど、そう

いうようなことを慎重にやりながらやっていかないと、昔、地方創生を

やった二の舞になるので、できるだけ二の舞を踏まんようにやっていき

たいと思います。私もお釈迦様じゃないので約束はできませんけど、そ

ういう方向で努力したいということだけは約束したいと思います。 

 それから行政もやっぱりいけんのよね。いいかげんに金をあてがって、

ずっとあと変えるということがあるので、これは行政の反省点でござい

ますので。 

 余り過去に帰らないようなことを支援しないと皆さんの信用を失うと

いうことはよくわかってますので、よろしくお願いします。 

○藤 井 議 長  以上で答弁を終わります。 

 以上で児玉史則君の質問を終わります。 

 これをもって本日の日程は終了いたしましたので散会いたします。 

 次回は、12月22日、午前10時に再開いたします。 

 大変、御苦労さまでございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時０２分 散会 
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